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LCIF は奉仕への 
終わりなき情熱 

LCIF : Our Special Passion for Service 


INTERNATIONAL 

PRESIDENTS 

MESSAGE 


国際会長メッセージ 

2005 -06 年度国際会長 

アシヨク • メータ 
Ashok Mehta 





《飛躍への情熱》 


「ウィ •サーブ」という断固たる人道主義の 
飛躍に向けて、ライオンズは日々努力を傾け 
ています◦その情熱は、ライオンズクラブ国 
際財団 ( LCIF ) に対する会員の貢献を見 
れば明らかでしょう。私たちは LCIF を通 
して、病院、診療所、学校、高齢者施設その 
他を建設し、低価格で高品質の補聴器を提供 
し、障害者のための職業プログラムを実施し 
ています。ライオンズ-クエスト•プログラ 
ムを通して青少年が人生の重大な決断を正し 
く行えるょう支援し、緊急援助金の交付と長 
期復興プログラムによって自然災害の被災者 
に手を差し伸べています◦また言うまでもな 
く、 LCIF の視カファースト交付金は何百 
万人もの人々に視力の恵みをもたらしていま 


す◦新たに一億五千万〜二億？の資金獲得を 
目指して、視カファースト•キャンぺーン n 
も開始されました◦これにより、ライオンズ 
が予防及び回復可能な失明の克服を宣言出来 
る日も近づいています◦世界中の会員の惜し 
みない支援があればこそ、 LCIF はこぅし 
たあらゆる寧業を実現することが出来るので 
す0 

LCIF は明らかに、支援を求める人々に 
健康、希望、安らぎをもたらしています◦ラ 
イオンズは LCIF を通して、インド洋津波 
被災者の支援を続けています◦二〇〇一年九 
月十一日のアメリヵ同時多発テロで父母を失 
つた子どもたちには、キャンプを通して喜び、 
勇気、そして自信を与えています◦また、ス 
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ペシヤルオリンピックスのオ ー プニング•ア 
ィズ•プログラムを始め、不運にも見過ごさ 
れがちな障害者支援にも力を入れています。 
このプログラムでは、各国の選手に視カスク 
リーニングを行って深刻な眼病の有無を検査 
し、必要ならば無料で眼鏡を提供します。こ 
れまでに検査を受けた選手は七万人を上回り、 
処方された眼鏡を手に した 選手は二万七千五 
百人に達しています。 

会員が LcIF に対する責任を自覚してい 
なければ、こぅした取り組みの実現は不可能 
だったはずです◦彼らは献金会員プログラム 
や視カファースト•キヤンぺーンを通して、 
L cIF に資金を提供し 
ています◦メルビン•ジ 

ョ ー ンズ•フエ ロー には 

現在二十二万九千人余り 
の会員が名を連ね、財団 
の主要な資金源となって 
います ◦ L c IF の資金 
によって実施される事業 
計画は、いずれも会員の 
支援に値する重要なもの 
です◦私たちは人道奉仕 

の手段を強化し、世界中 


の恵まれない人々への支援を拡大する必要が 
あります◦そのためには、 LCIF に貢献す 
ることの重要性を、会員の一人ひとりが認識 
しなければなりません。 

一九六八年に LCIF が設立されて以来、 
私たちはその発展に情熱を傾けてきました。 
だからこそ、 LCIF は世界有数の慈善財団 
に成長を遂げることが出来たのです◦ラィオ 
ンズは LCIF を通して、自らの名称に冠さ 
れた「国際」の言葉を具現することが出来ま 
す。設備の整った建物には私たちの誇るべき 
紋章が掲げられ、視カファーストは世界中の 
治療施設でトラコーマ、河川失明症、 



白内障による失明と戦つています◦「ウイ•サ 
1ブ」の精神は世界各地で実行に移され、訓 
練を受けたスタッフが人道的要請にこたえて 
います◦私は世界中を旅する中で、また特に 
母国であるインドにおいて LCIF の影響力 
を目の当たりにすることが出来ました。 

私たちは LCIF を通して仲間の会員を支 
援し、奉仕への情熱を存分に発揮することが 
出来ます◦他者の生活を改善し、夢を実現す 
る手段を提供することは、私たち自身にも計 
り知れない恵みをもたらします。その寧実を 
自覚した時、奉仕目標の達成と更なる成果の 
実現に向けて、会員の意欲はますま 
す古同まることになるでしよ/つ。 

献の S 

账續 H LCIF は、ライオンズが尽きせ 

1 T 嫌 ぬ「飛躍への情熱」を傾け、世界の人 

、心メ _ 

f 紙1 道的要請にこたえるための最も強力 

籠こ^ な手段です◦その信念を失ぅことな 

線く、先人の踏み固めた道をこれから 
も歩み続けよぅではありませんか Q 

■ I I 〇〇六 年度ライオンズ国際アヵデミ—賞に、会 
員、クラブ、地区、後援者、事業計画またはプログ 
ラムを推薦してください。申請は〇五年十二月三十 
I日まで受け付けています。詳細及び推薦用紙は、 
国際協会の公式ウェブサイト (www.lionsclubsorg) 
に掲載されています。 


行て 
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予防出来る失明を世界中から減ら 
そぅと視カファ—スト事業がスタ— 

卜したのは I 九九〇年のことだつ 
た。事業の運営はライオンズクラブ 
国際財団 ( LCIF ) が行い、十六 
年がたつた。ライオンズの惜しみな 
い支援が、この事業を支えてきた。 

目が見えなくなる恐怖、絶望の淵 
にさらされている人々、それを防ぐ 
ことの出来る人々のおよそ九〇？ 

は、発展途上国に住んでいる。視力 
ファ—スト事業が手を差し伸べてき 
たいくつものケ—スの中から、絶望 
の淵から立ち返ることの出来た人々 
の姿を報告する。 

目に霞がかかつた 

全部見えなくなつた 

アフリカのマラウイ湖の岸辺に住 
むェリゼ•モトンガは、三年前に両 
目が見えなくなつた。 




エリゼが五十七歳になった年だっ 
た◦気がついたら、なんだか片目が 
見えにくくなっている◦目が霞む。 
初めは気にもならなかった◦やがて、 
霞は濃くなって、昼日中でも夕闇の 
ょ、 っに しか見えなくなった。片目だ 
けではなかった◦日がたった。三年 
後、両目が全く見えなくなっていた。 

孫が生まれたのは、エリゼが失明 
してからだった。孫は六人になって 
いた◦可愛い孫の成長していく姿が 
見たかった◦エリゼの唯一の希望だ 
った◦希望を失い、野良仕事はもち 
ろん、家事も出来ない◦このまま暗 
闇の世界で過ごすのか◦老後の生き 
がいを奪われたエリゼは、も、っ生き 
ていく望みを失いかけていた。 

マラゥィはアフリヵ東南部の共和 
国で、北海道の約一•五倍の国土に 
おょそ千二百万人が住む◦国はヶニ 
ァに次ぐ紅茶の産地だが、茶の摘み 
手の収入は月に十五ドルにしかならな 
い。それでも、大部分の人々は細々 
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ぅにのそき込んでいる娘の姿が見え 
る◦エリゼは満面の笑みを浮かべた。 

「お母さん、見えるんだね」 

娘も満面の笑みだった。泣いてい 
るよ、っにも見えた。 

「帰ろ、っ。帰ろ、っ。孫たちの顔が見 
たいよ」 

駆け足で希望がやってくるよぅな 
気がした。六十歳の人生に晴れやか 
な日が再び訪れたのだ。 

ライオンズが贈った 
失明から帰った喜び 

ケニアのジョセフ•カマンジヤも 
同じ思いだつた。八十歳とい、つ年老 
いた人生の果てに、白内障、そして 
視力を失うという日々が待っている 



などとは思いもしなかった。諦めの 
日々 を過ごしていたカマンジャにも 
喜びの日が突然やってきた。ヶニヤ 
の首都ナイロビにライオンズ視力病 
院が開かれ、カマンジャは白内障の 
手術を受けた◦久しぶりに見る息子 
は、失明の前ょりも頼もしく見えた。 

数日後、カマンジャの村の近くに 
ライオンズの視力検査キャンプがや 
ってきた。キャンプでは、紫色のベ 
ストを着たライオンズと白衣の眼科 
医が待っていた。多くの近在の人々 
が視力検査に訪れていた◦カマンジ 
ャは、その失明と失望の人々の前に 
立ち、リズミカルに腕を振りながら 
歌い出す◦感謝の歌だった◦失明の世 
界から帰還した喜びを体いっぱいに 
表して、カマンジャは歌った。人々も 
リズムに乗っていた。カマンジャの 
思いが、詰め掛けた人々に伝わった 
のだ◦その情景をライオンズの人々 
が微笑みを浮かべて見守っていた。 

ブユが媒介する 
河川失明症の恐怖 

河川失明症という聞きなれない病 
気がある。 アフリカ やラテン •アメリ 
力などに蔓延する失明に至る疾病で 


と農業で暮らすしかなく、人口過剰 
で国外に出稼ぎに行く者も多い。 
人々の平均寿命は短く、出生時の平 
均余命は四十年しかない。乳幼児千 
人の、っち約百九十人が死亡する。 

この国では、眼科の医療とい、っも 
のがそもそもほとんど受けられなか 
った。だからエリゼにとって、失明 
は、天の与えた運命として受け取る 
しかないものだった。視力を再び取 
り戻す方法があることなど、思いも 
しなかった。 

孫の顔が見える 
白 11 局の笑顔がよみがえった 

エリゼは知らなかったが、視カフ 
ァーストが始まって二年後に、マラ 
ウイの首都リロングウェの ヵム ズ中 
央病院に眼科施設を充実させるため 
に資金が交付され、大勢の眼科医の 
助手と、白内障手術の外科医の訓練 
が開始されていた。更にマラウイ南 
部の都市ブランタイアにも新しい眼 
科病院を設け、南部地域にも眼科治 
療の手が差し伸べられていた。 

奇跡の知らせは突然やってきた。 
ェリゼの村にライオンズのアイ•キ 
ヤンプが訪れたのだ◦診察を受けた 


エリゼに白内障の診断が下された。 

ライオンズの人たちが、新しい病 
院で無料で手術が受けられることを 
教えてくれた。 

「目がまた見えるよ、っになる」 

エリゼは信じられなかった。 
診察の日から幾日かたった。エリ 
ゼは、娘の一人に付き添われて、ブ 
ランタイアに向かった。十九世紀に 
伝道基地として開かれたブランタイ 
アは近くに空港を抱え、高等裁判所 
などの政府機関もある大都市だっ 
た。村から四百 キロ も離れている。徒 
歩とバスでブランタイアにたどり着 
いたエリゼは、駆け込むよぅにして 
ライオンズの眼科病院に入った。 

エリゼが考えていたより手術は簡 
単に終わった。世界が変わった。ま 
ぶしいくらいの世界だった。心配そ 
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世界の失明の現況と 
視カファ—スト十五年の成果 

中島章視カファースト諮問委員 

(順天堂大学医学部眼科名誉教授•国際眼科理事会終身名誉会長) 


ある◦世界では千七百七十万人が河 
川失明症に感染していると言われる。 

河川失明症は、蚊に似た姿のブユ 
が媒介する疾病である◦藪の中に住 
んでいるブユは、飛び回って人畜の 
血を吸、っ。 この 体長二〜三、、、リの厄介 
者は、単に血を吸ぅだけではない。 
肌を刺す時、小さな寄生虫を体内に 
送り込む。それにょって、猛烈な痒 
みが起こり、皮膚が変色する◦人々は 
働く こと も出来ず、子どもの面倒を 
見る こと も出来なくなり、重症にな 
ると失明に至る。 

一九九五年、視カファーストは河 
川失明症を根絶するために、元地区 
ガバナ^~でもあるジミ^— •力^~夕^~ 
元アメリカ大統領が率いるカータ^— 
センタ1と提携した。センタ1は各 

国の保健省と協力して病気の症状を 

軽減し失明を防ぐ処置を行ってきた。 

だれも薬をくれない 
失明を待つしかない 

視カファーストが手を差し伸べる 
前は、この恐ろしい河川失明症は野 
放し状態であった◦ブュの根絶は不 
可能に近い。しかし、予防措置によ 
つて河川失明症を根絶することは出 


視カファ—スト ( SF ) の事業は 
すべて、 SF 諮問委員会での蕃議を 
経て決定される。委員会メンバ—は 
ライオンズクラブの現•元国際会長 
六人と事務総長、 WHO の二人を含 
む眼科の専門家六人の計十三人。そ 
の中で、順天堂大学の中島章名誉教 
授はただ一人、一九九〇年の視カフ 
ァ—スト開始当初から委員を務めら 
れている。長年にわたって失明防止 
分野の国際的なリ—ダ—として活躍 
されている中島教授に、世界の失明 
の現況と視カファ—ストの成果につ 
いて伺った。 

——まずは視カ ファー スト諮問委 
員会について伺います。事業の審 
議はどのょぅな手順で行われるの 
でしょラ0 

「委員会は年三回、シカゴで開催 
されます◦事業決定までのシステ 
ムは、まず各地の ライオンズクラ 
ブが地元の失明予防に関するプロ 


ジヱクトを作り、各地域にいる視 
カファーストの技術顧問と一緒に 
計画を立てます◦アジア地域では、 
国際協力事業団や WHO のプロジ 
ェクトで東南アジアを担当してき 
た紺山和一君が技術顧問を務めて 
います。地元の計画が LCIF に 
送られ、不要な部分を削るなど合 
理的な計画にした上で諮問委員会 
に上がります◦そこで承認、継続 
審議、 否決のいずれかに決定する。 
しつ かりと ステップを踏んでいま 
すから、否決されるプロジェクト 
は少ないです」 

—— 現在の失明問題の現状につい 
て教ぇてください。 

「失明原因で最も多いのは白内障 
です。日本では高齢者が増ぇて白 
内障の罹病率は高まつているにも 
かかわらず、失明者は減少してい 
る。手術をすれば治るからです。 
医療が充実しだれもが手術を受け 
られる国では減っているが、途上 



国の貧しい人たちは打ち捨てられ 
ています◦現在は手術で濁った水 
晶体を取り除き、眼内レンズを移 
植するという安全で効果的な治療 
法が確立していますが、視カ ファ 
1ストが始まった一九九〇年当時 
はそれほど普及していませんでし 
た◦同時期に安価で品質の高い眼 
内レンズが作られ、視カ ファ ース 
卜のよう なフロジェ クト でも用い 
られ るよう になつた。お金をかけ 
て設備を整え、人材を育成してい 
くことで白内障は解決出来ます。 

次に糖尿病性網膜症があります 
が、これは主に先進国で大きな問 
題です。糖尿病になって十年から 
二十年ぐらいで失明が起こります 
が、糖尿病の診断がなされたら必 
ず眼科にも診せる ことが 必要です〇 
目に初期症状が現れた段階で適切 
な治療を行えば、失明を防ぐ こと 
が出来ます◦しかし結局は本人の 
自己管理、精神的な問題に帰着す 
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来る。 

メキシコ、バリオ•ブラジル村は 
グアテマラとの国境近くにある。村 
への道のりは険しく荒れていて、政 
府機関も NG 〇も、やって来なかっ 
た。村のピタシア•ゴンザレスは七 
十八歳になる。 

「何年もの間、私たちに薬をくれる 
人はだれも来ませんでした。ここは 
あまりにも田舎なんです」 

ゴンザレスは激しい痒みの後で、 
皮膚が変色し、その後に恐れていた 
暗闇が待っていた。 

しかし視カ ファ ーストがスタート 
してから事情が変わった◦毎年二回、 
河川失明症の予防薬を持った人々が 
村を訪れる◦薬を服用すれば、一年 
間は安心して暮らせる◦ゴンザレス 
は昔との違いに感謝せずにはいられ 
なぃ。 

「私たちに援助の手を差し伸べて、 
家々を回って薬を配ってくれる人た 
ちにありがと、っと言、っほかありませ 
ん◦おかげで、孫たちは無事に育っ 
ていくでしょぅ」 

アフリヵでも 事情は 変わらない。 
カメルー ンの ある 村に住む ジ ヤン. 

ケンゼンフウは、来る日も来る日も 
畑を耕し、七人の子どもを育てて五 
十歳になつた。四年前まで、ケンゼ 


る◦まずは一般の人たちの認識を 
高めることです〇 

それから日本ではなくなり まし 
たが トラコ ーマがありますね。途 
上国でもだいぶ減っていますが、 
いまだ日本の戦前、明治時代のよ 
ぅな状況の国もある◦ス^ —ダン、 
エチオピア辺りでは大きな問題で 
す。 トラコ ーマの場合、一度視力 
を失ぅと回復出来ませんが、衛生 
状況の改善や、洗顔などの衛生教 
育によって予防出来る◦視カファ 
1ストでも取り組んで、当初は世 
界に十億人と言われた感染者が、 
現在では約一億人と言われます。 

河川失明症はアフリカやラテ 



ン•アメリカに見られる風土病で 
す◦ブユに刺されることでミク 
口 •フィ ラニアに感染し、体内で 
マクロ•フィ ラニアという成虫に 
なって一日何十万という子どもを 
産む◦それが目の中で死ぬことで 
起こる刺激によって失明します。 
河川失明症はィべルメクチンとい 
う薬で感染を予防出来ることが分 
かっています◦動物の駆虫剤とし 
ても使われる高価な薬ですが、製 
薬会社メルクが河川失明症対策に 
は無償で提供している。一錠で一 
年間は予防が出来、薬は無料です 
がきちんと飲ませるための人員や 
教育にお金がかかります。薬の投 
与は各地で成果を上げていますが、 
ある時点で薬の配布を止めても大 
丈夫かとなると、まだ分からない 
というのが現状です」 

——お話を伺っていると、「予防及 
び回復可能な失明の克服」という 
視カファーストの目標の達成も可 
能と思えてきました。 

「視カファーストの十五年間で、 
トラコーマ、河川失明症の感染症 
はかなり減少しました◦もう一歩 
のところで、これまでのやり方で 
いいか検証するところにきている。 
白内障では途上国に治療のシステ 


ムを作り上げようと続けてきて効 
果を上げている。しかしまだ、も 
うひと頑張りとい、 っと ころです。 

最後に残る問題は、緑内障と遺 
伝病でしようね◦緑内障はいろい 
ろな治療法が行われていますが、 
まだ決め手となる方法が分からな 
い。しかし、まだその前にやるベ 
きこと あるので、そこからやろう 
という段階です」 

—— 国際的に失明予防の分野で活 
動する NG 〇はほかにもあります 
が、視カファーストの特徴はどん 
な 点で しよう か。 

「現在、世界で失明予防に取り組 
む NGo は大きなものが三つあり 
ます◦最大のものは、ドイツのク 
リストッフ H ル視覚障害者援護会 
(CBM) で年間六千万因の資金を 
集めて援助を行っています。それ 
からイギリスのサイト•セーバ 
-— •インタ '~ ナショナル (s S I ) 、 
そしてライオンズクラブの視カフ 
ァ ー ストです。視カ ファ ー ストが 
他の N G 〇と大きく違うところは、 
世界各地にライオンズクラブがあ 
って、 自ら その土地の問題を拾い 
上げ、失明予防を行おうとしてい 
る点です◦これは非常に大きな強 
みだと思います」 






ンフゥは猛烈な痒みに悩まされてい 
た。そのままでは失明が待っている 
だけだった。 

だが四年前、視カファーストの提 
供する予防薬が、ケンゼンフゥの村 
にもやってきた◦彼はその日から予 
防薬を飲み続けて いる。 痒みは止ま 
り、失明の恐怖は去った。 

トラコ|マの痛みと 
失明からの脱出 

アフリヵ北東部のエチオピアは歴 
史に名を刻む古い国だが、古代エジ 
ブトの時代から、 トラコー マに悩ま 
されてきた ◦トラコー マはハエを媒 
介として感染し、バクテリアのクラ 
ミジア •トラコ マチスが汚れた顔の 
上で繁殖する◦感染が繰り返される 
と、まぶたが内側に反り返り、マツ 
ゲが角膜を傷つけ、挙げ句には失明 
とい、っ事態になる◦八千四百万人が 
この悪質の疾病に感染し、七百六十 
万人が視力を失った。 

エチオピアにコンジットとムチッ 
卜という五十歳と四十八歳の姉妹が 
いる◦二人ともトラコーマに感染し 
ていた。まぶたとマツゲが内側に反 
り返って、目に髪の毛が入ったよう 



な痛みが絶えなかった。 

初め、姉妹は粗悪なピンセットを 
使ってマツゲを引き抜いていた。し 
かし、そんな方法は気休めでしかな 
かった。絶え間なく痛みが続いた。 
このままではただ失明を待つような 
ものであった。 

姉妹の隣人もまた同じ痛みに苦し 



んでいたが、隣人は、視カファース 
卜が差し伸べた診療所で治療を受 
け、痛みから解放されていた。隣人 
は、このラィオンズの差し伸べる治 
療の機会を逃すな、と熱く説いたの 
だった。姉妹が決然と診療所に向か 
ったのは言ぅまでもない。手術は、 
わずかな時間で終わった。痛みは嘘 
のよぅに消えた◦その年、収穫期の 
畑に、笑顔で働く姉妹の姿があった。 

トラコーマとの戦いには、失明予 
防薬の配布、手術、抗生物質の投与、 
洗顔の普及、環境改善など、いくつか 
の方法がとられている◦失明から救 
われたコンシットとムチットのケ^~ 
スはぞの中のほんの一例に過ぎない。 

失明の克服に向けた 
人材の育成 

視カファーストの事業はアジア各 
地にも広がる。 

モンゴルでは人口一万人当たりの 
医師の数は二十四*一一人と多い。だ 
が、眼科医は八十四人だけで、その 
うち六十一人が首都ウランバ^~トル 
で診療に当たっている◦人口の約四 
o ; s を占める遊牧民には、治療を受 
けられる機会は極めて少ない。視力 


ファースト交付金では、地方の眼科 
ケア•センターの収容人員の増加や 
手術用器具の購入、アイ•ケア従事 
者の訓練などが実施され、辺境地域 
でのアイ•ケアのレベルは飛躍的に 
高まった。 

ヵンボジアでは、国民一万人当た 
りの医師の数はわずか三人。この国 
にはクメ^—ル•ル^ —ジユの支配とい 
ぅ不幸な時代があった◦医師たちの 
多くはクメール•ルージユの支配下 
では生き延びられなかったといぅ。 
今、全国で眼科医は三十四人しかい 
ない。視カ ファー ストは人材の育成 
こそが緊急課題であると受け止め、 
眼科医二人をタイの大学に留学させ 
た◦研修を終えた医師は、今、地方 
に設けられたライオンズ眼科センタ 
1で、恵まれない人々の眼科ケアに 
懸命の努力を重ねている。 

ある日、視界が閉ざされ、親しい 
者たちが消える◦明るく輝く世界が 
見えなくなる◦その恐怖におののく 
多くの人々が、視カファースト事業 
によって救われている。 

予防可能な失明の克服に向けて、 
ライオンズのたゆみない歩みが続 
き、今日も、笑顔の人々が世界中で 
着実に増え続けているのだ。 

條崎淳之介(ルポライタ ー) 
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国際理事会の会期中、カルカッタにある「マザー • 
テレサの家」を訪問 



新春雑感 



はないか。これは国際協会においても 
問題としてとらえられ、指摘されると 
ころである。哲学の世界では人間が享 
受出来る価値として「真益、善益、美 
益」がある。同様に、ライオンズでも 
多元的尺度を持つことが大切である。 

昨年、ロッテ球団のバレンタイン監 
督が柔軟な思考とデータの分析力、ま 
た若手の能力を生かして チームを 優勝 
に導いたよ、っに、ライオンズも社会情 
勢の変化に十分呼応し、将来の展望を 
確実にとらえる ことが 急務である。ゆ 
えに私は特に若い会員や女性会員が大 
勢入会される ことを 願つて止まない。 

本年は活発な活動を展開し、実り多 
き年にし、ライオンズの発展に少しで 
も貢献出来ることを念頭に置きたい。 

本年もよろしくお願い致します。 


■国際理事 

伏見龍 

(神奈川県.横浜みなとマリン) 


る」と言われた。私の所属する PR 委 
員会でも、数多くの議題を討議した。 
その一部をご紹介したい。 

ライオンズは全世界的に一般市民に 
対する PR が下手である。アメリカ、 
ヨーロッバなどでプロダクション 、 P 
R 会社を雇い、多額の費用を掛け、テ 
レビや新聞といつたマスメディアを使 
つて成功を収めている地域もあるが、 
地区に補助金を出して自発的な方法に 
切り替えた方が良いとの合意が成され 
た。また、現在使用しているライオン 
ズのイメージ、用語、服装、紋章等を 
もつと近代的にアピールすること、新 
しいライオンズ•ソングを作つての歌 
合戦といつた PR イベント開催など、 
メンバ^~だけでなく一般市民からもア 
イデアを得て、内側からも外側からも 
積極的な「イメージ•アップ」を図る。 
これらを真、剣に考えて、次回の三月の 
理事会に提案することになつた。 

また、地区ガバナー•エレクト•セ 
ミナーの問題点や複合地区の必要性、 
会則地域の変更等、これまでの組織や 
常識にとらわれない発想の転換が必要 
だとの意見が多く、次の理事会にそれ 
らがまとめられる。 

日本ライオンズにおいては、さまざ 
まな規約、慣習にがんじがらめにされ、 
発展を阻害されている現象が多いので 


穏やかな二〇〇六年の良き新春をお 
迎えのこととお慶び申し上げます。 

昨年はめまぐるしい一年であつた。 
香港国際大会で国際理事に選ばれ、八 
月には国際協会本部を妻と共に表敬訪 
問し、協会本部での方針や方向性を各 
部長と意見交換し、自信を得た。 

秋にはメータ国際会長の公式訪問か 
ら第四十四回〇 SEAL フォー ラムへ 
突入◦一万二千六百余人の参加をみた 
社の都•仙台での盛大な開会式。私は 
初めての「開会祈祷」を行い、続いて 
国際会長の力強いあいさつで華々しく 
幕を開けた◦「参加型 フォー ラム」を 
目指したこの フォー ラムでは、公開シ 
ンポジウムや各種セミナ^~といつた公 
式プログラムのほか、有志に よる ミ 
二 •フォー ラムも開催され、出席者の 
目の輝きに、ライオンズの将来を思、っ 
心は共通認識であると確認出来た。 

昨年十一月、インド•カルカッタに 
おいて国際理事会が開催され、メータ 
会長は「ライオンズの将来の命運は若 
い国際理事やメンバーに委ねられてい 
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近年、会員減少が著しく、ラィオ 
ンズクラブの活動自体、あらゆる面 
で制約を受けている。現八ラ、 IT 化 
による情報システムや、道路交通網 
の整備が進む社会情勢の中、会員か 
らは経費削減、運営合理化、拠出金 
の軽減等、極めて厳しい要望が出さ 
れている。今こそ、キヤビネ ツ トの 
運営について再検討する時期にきて 
いるのではないか。事務局の固定化、 
地区分割、 IT 活用など、多方面か 
ら新時代の地区運営を考える。 

キヤビネツト事務局 
固定化の意義 

砂田日本 ラィオンズに 初めて地 
区が設定されたのが一九五三年、そ 
の後、五五年には第一回地区年次大 
会が開催されました。それから五十 
年が経過した中で、今、地区運営に 
関していろいろな論議があります。 
そこで本日は、それらのぅちキヤビ 
ネット事務局の固定化、地区分割、 
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まず、前年度からの事務の引き継ぎ 
だけでも、結構、大変なんですね。 

高田引き継ぎの場合、どこまで 
腹を割って話し合えるかといぅこと 
も大きいですね◦例えば、予算、決 
算にしても、失敗した点を引き継い 
でくれないと、次の年も同じ失敗を 
繰り返してしま、っんですね〇 
笹間固定化していれば、少なく 
ともその必要はありませんね〇 
早川 A 地区は固定化して三年な 
んですが、それ以前はガバナ^~によ 
って移動していました。私は固定化 
前に地区の副幹事を務めましたが、 
その時、引っ越しを手伝って、こん 
なことを毎年、繰り返していたんか、 
とびっくりしました。 

野中 E 地区の場合、毎年、ニトン 
トラックニムロ分の荷物が動きます。 
砂田不要なものまで、段ボール 


IT の有効活用をテーマに地区運営 
の問題を討議したいと思います。ラ 
ィオン誌は日本全体のものですが、 
本日は座談会の進行上、私自身があ 
る程度事情を分かっている 334 複合地 
区内の方にお集まり頂きました。 
野中 334 複合地区は五準地区があ 


P 

k 


り、固定化しているのが Ate 。 固 
定化していない三地区でも B は二 
県、 D は三県にまたがり、 E は単県 
ですが、エリアが広い。ある意味、 
日本の縮図のょぅな複合ですね〇 
砂田結論を出すと言、っょり、今 
後の論点を明確にするためのもので 

すから、ざっくばらんに忌憚のない 
ご意見をお聞かせください。まずキ 
ヤビネット事務局の固定化ですが、 
ライオン誌が各地区に伺つたアンケ 
1卜によると半数の地区が、既に固 
定化しています。 


箱に入ったまま「引き継がれて」い 
ますからね。 

野中それに私の場合、準備キャ 
ビネット事務局とその後の残務処理 
で二十二力月、事務局を持っていま 
した◦固定化のデメリットとして、 
職員が長く務めることで人件費が高 
くなる といぅ人がいますが、どちら 
の方が人件費がかかるか . 。 

高田私も二十力月、自社の一室 
ですが、事務局を設置しました。 

野中会員数減少の中、経費面か 
ら見ると本当に無駄ですよ。 

早川 A 地区の場合、固定化する 
前も事務局員はそのままでした。通 
勤場所が変わるだけで。 

高田同一県内なら可能かもしれ 
ませんね ◦ D 地区は三県にまたがっ 
ていますから。 

野中 E 地区は単県ですが、南か 
ら北まで四時間かかります〇 

砂田固定化の場合、交通の便が、 
ネックになる 場合が あります ね。 

笹間 C 地区も東西に距離がある 
のですが、キャビネットのある県都 
の静岡はほぼ中間なので、その点は 
恵まれているかもしれません。 

野中キヤビネツト寧務局を固定 
した場合、会議の場所はどのよ、つに 
していますか。 


野中ちょつと意外でしたね◦私 
は、もつと少ないと思つていました0 

砂田固定化した地区の半数近く 
が六年以内、更に三割は三年以内で 
したから、ここ数年、かなり固定化 
が進んだ よ、 っです。 

野中時代の趨勢でしょうね〇 

砂田その中で、 334 -〇地区は固 
定化してだいぶ経ちますが、笹間さ 
ん、固定化のメリット、デメリット 
をお話し頂けますか。 

笹間当地区は固定化して二十二 
年になります◦ですから、当地区で 
はそれが当たり前になつています。 
その中で メリット、 テ メリットと 一一一ー ロ 

いますと . 、いちはんの メリット 

は継続性でしょうか◦例えば、私は 
前年度の五月の時点で、全クラブに 
対して次年度の方針を伝えることが 
出来ました。これは地区として、そ 
、っい、っス ケジユ-—ルがかつ ちり 固ま 
つて おり、 事務局サィドで各クラブ 
の情報を把握しているということが 

大きいですね。 

砂田固定化していないと、そこ 
までスムーズに事務は流れないかも 
しれませんね〇 

野中私は昨年度、地区ガバナー 
を務めて、固定化していればなあ、 
と思う局面がいくつかありました。 
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笹間キャビネット会議は静岡で 





開いていますが、大会委員会などは 
ガバナーの地元で開きます。何も事 
務局のある場所で会議を開く必要は 
ないわけですから。事務局の固定化 
とキャビネットの固定化を混同して 
はいけないですね。 

野中そぅい、っ意味では、交通の 
便も、事務局の固定化にとつてデメ 
リットにはならないですね。 

砂田 D 地区ではいかがですか。 

高田先ほども申し上げたよぅに 
三県で一地区のため、事務局固定化 
のィメー ジはないですね ◦その： 一刖に 
地区分割が必要だと思います。 

地区分割は 
活性化の切り札 

砂田高田元ガバナーには、十月 
九日に仙ムロで開催されたミニ•フオ 


- ~ラム「明日のライオンズを考える」 
でも、地区分割に関する提言を して 
頂きました。 

高田提言の中で私は地区分割に 
は二つの観^!〗があると申し上げまし 
たが、その一つは地区ガバナーとク 
ラブの関係を強化してクラブ活性化 
に寄与するとい、っもので、今回のテ 
-~マにも当てはまると思います。 

砂田当日のパネル•ディスカッ 
シヨンにおける各パネリスト及び AK 
場からの意見は、分割賛成論が展開 
されました◦特に後藤隆一元地区ガ 
バナーからは「キヤビネット事務局 
の固定化、運営の合理化が具体化さ 
れるのであれば、分割にメリットが 
生じるケースもあるで しょ/っ」 との 
指摘がありました。 

野中高田さんは今年度、複合の 
リサーチ•長期計画委員長を務めて 
おられますね◦その中で、地区分割 
の議論も出ていますか。 

高田334複合地区では前年度、リ 
サーチ•長期計画委員会でクラブの 
第一副会長を対象にアンケートを実 
施したんですね。そこで、それらの 
方の多くがクラブ会長になつておら 
れるだろうと予測して、今年度はク 
ラブ会長を対象にアンケートを実施 
しました◦その結果、複合地区の組 


織は不要なのではないか、複合の年 
次大会は二年か三年に一回にしても 
らいたいとい、つ意見があり、クラブ 
会長といえども、複合地区に対する 
認識が低いことが分かりました。 

砂田地区ガバナーや複合地区議 
長と、クラブ•レベルのギヤップが 
大きいといぅことでしょぅね。 

高田そ、つだと S います。そこで、 



地区分割を して、 地区ガバナー と 会 
員の距離を短く するということ が、 
必要なのではないか ◦とりあえずは 
単県化、また A 地区のような大きな 
地区でも将来的には二つ、三つに分 
ける 方向が 望ましいという 意見が出 
ています。 

笹間来年の複合地区年次大会は 
我々 C 地区がホストを務めるのです 
が、高田元ガバナーからの提案もあ 
り、新しい試みを盛り込む ことにな 


ります。 

高田具体的には、地区分割をテ 
- ~マにミニ•フォ^ —ラムを開催する 
ことになりました。 

砂田仙台フォーラムで初の試み 
として行われたミニ•フォーラムで 
すが、それがいろいろな形でつなが 
つていくとラィオンズクラブ活性化 
の起爆剤になるかもしれません。 

笹間私自身も、複合の年次大会 
は変えてみたいと思っていたので、 
そのほかのアィデアも含め、会員参 
加型、市民参加型の年次大会にして 
みたいと思います。 

野中楽しみですね◦期待してい 
ます 

n ^ ユニケ I ションの 

重要性 

早川先ほど、高田元ガバナーが 
おっしやった「地区ガバナーと会員 
の距離を短くする」といぅことです 
が、私もこれをお願いしたいですね。 
我々一般会員が、ガバナーと接点を 
持てるのは公式訪問と地区年次大会 
ぐらいです◦会員としては、もつと 
ガバナーの考え、人柄に触れたい、 
とい/っ思いがあります0 

野中ガバナーとしても、自分の 
方針、思いを直接、会員の方に伝え 


The Lion 2006. 1 月号 


14 






て、ガバナ ー の地元の県に分所を設 
置すればやっていけると思います。 

早川 IT は特別な技能だと思っ 
ている方がいらっしゃいますが、そ 
、っではないんですね◦今、笹間ガバ 
ナーがおっしゃったよぅに、工夫次 
第で、いろいろと奥深い利用の仕方 
があるはずです。 

砂田十月九日のミニ•フォーラ 
ムの一つ 「 IT フォーラム」の場合、 
全国の会員が、勝手連的に集まり実 
行委員会が出来たそぅですね〇 

早"もともとインタ^~ネットを 


通じて交流している方たちが中心と 
なったのですが、その方たちの呼び 
掛けに、全国から二十人を超える会 
員が名乗りを上げ、実行委員会が組 
織されました。 IT らしく、実行委 
員全員に同じ内容が一斉に流れるメ 
1リング•リストを使つたり、スヵ 


イフというインタ^~ネットを使つた 
無料電話で同時に数人の実行委員が 
会議をしたり、前日まで ネット 上で 
さまざまな情報が飛び交いました。 
実際に全員が集まって実行委員会を 
開いたのは、前日の夜、一回でした。 

野中そ、っ考えると、例え実際の 
距離が離れていても、今の時代、あ 
まり問題にはならないですね ◦ IT 
の活用は、地区レベルできちんと整 
備していくことが重要です0 

砂田それと今回、 IT フォーラ 
ムの中心で活躍された方の多くが、 
四十代の会員だったそうですね。そ 
うした方たちが、 OSEAL フォー 
ラムという国際的な場で、全国規模 
の企画を成功させたことは非常に大 
きな意味を持つと思います。 

高田そうした実行力のある若い 
会員に活躍の場を与えるためにも、 
地区分割が必要ですね。 

野中地区分割が実現出来れば、 
キャビネット事務局の固定化も必然 
的に達成されるでしょ、っ。 

笹間そして IT が、情報伝達の 
効率化と平均化を進めてくれる。 

砂田結論を求めないということ 
で始めましたが、ある程度の方向性 
は見えてきたようです。今後、更に 
議論を深めていきたいですね。 


たい、と思つていますよ。 

早川そこで一つ提案ですが 、I 
T を活用して地区ガバナ^~と会員が 
直接対話を出来るような機会を作っ 
て頂けたらな あと 思うのです◦今、 
流行のブログで、その日その日のガ 
バナーの思いや行動をつづって公開 
するのも一つの手でしようし、メ^— 
ル•マガジンのよ、っなものでもいい 
と思います。 

砂田直接対話というのは、これ 
からのラィオンズの基本になるかも 
しれませんねえ。 

A - A - 世間私も早川さんのご意見に、 
なるほどと思います◦実際に <1 -7 でも、 
地区ガバナー個人に対してメールで 
質問がきています。が、中には地区 
ガバナーの立場として答えるには難 
しい質問もあります。ですから、コ 
ミユニケーションの重要性は理解す 
るものの、組織としてのラィオンズ 
を考えた場合、線引きが難しいな、 
というふうに感じますね。 

野中私も昨年度、ずいぶん質問 
丨 を 頂きました ◦その場合、個人と し 
て か、 クラブとして かを確かめた上 
L で返答す るようにしていました。 
-^4 砂田地区ガバナーの発言は大き 
■ K いですからね◦ル ー ル作りは必要で 
〇.しようね。 


早川ラィオン、スに関する質問で 
あれば、当然、それぞれの担当委員 
会があるわけですから、そこを通し 
て質問し、そこを通して回答す ると 
いうのが原則だと思います。 

ちよっと言葉が足りなかったよう 
ですが、私が申し上げたかったのは、 
もっと個人的な話、例えば八-7朝は何 
を食べたとか、そんなことでもいい 
のです。ガバナーの人柄に触れられ 
るよ、っな 機会が増えれば、もっとも 
つと温もりのあるラィオンズになる 
のでは、 と 思ったものですから。 

高田 コミュニケが~ションとい、っ 

のは、私も非常に重要だと思います。 
私はガバナーの時、構造改革とい、っ 
言葉を使い、年次大会でも公式訪問 
でも、出来るだけ時間を割いて説明 
したつもりでした。が、改革って何 
だ、と◦小泉さんも言つてるし、い 
ろんな方が改革を提唱している。構 
造改革とい、っ言葉だけが、一人歩き 
してしまったんですね◦そうい、っ意 
味で、直接対話の重要性を感じます。 

IT の活用で情報伝達 
の共有化と効率化を 

A - A - 世間 IT のことで言、っと、地区 
が複数の県にまたがる場合、事務局 
は固定化しても、 IT の活用によっ 
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フ V オンズーーユ—スカセツト 




^クジアク理事長を迎え、東京 

€で LCIF セミナ—開催 

十一月二十二日、東京•新宿の京王プラザ 
で八複合地区合同の L cIF セミナーが開催 
され、 LCIF のクレメント • F •クジアク 
理事長と田辺憲雄資金開発課課長の講演が行 
われた◦理事長は、前年度はインド洋津波災 
害への指定献金もあり、献金総額は三千五百 
万ドルと前年比七九)卜増となり、そのぅち日本 
からは八百七十九万六千ドル(約二五； yr であっ 

たことを 報告 ◦また 視カ ファーストと、 津波 

及びハリケ ー ン災害救援関係だけではあった 
が、事業内容も具体的に説明し、最後に CS 
Fn への支援を訴えて講演を終えた◦その後、 
国際親善大使賞(山浦晟暉 330 - A 地区前地区 

ガバナ^ ) 、リードギフト•ドナ ■ —(鈴木誓男 
334 - A 地区ガバナ^^^フレンド•オブ•ヒユ 
1マニテイーね溝口哲也/茨城県•下館ラ 
イオン、 K 4 の表彰があり、クジアク理事長 
から# t 又賞者にメダルが授与された。 



ポストン国際大会主要日程 

二〇〇六年六月三十日(金)から七月四日 
(火)にアメリカ•マサチユーセッツ州ボスト 
ンで開催される第八十九回国際大会の主な日 
程が左記の通り発表された◦本部ホテルはゥ 
エスティン•コプリー•プレイスで、三回の 
本会議を始め主要な公式プログラムはポスト 
ン•コンベンション•センターで開かれる。 

この大会では開催地が変更されたことか 
ら、通常は十二月末日の早期登録締切が、一 
月三十一日まで延期されている◦大会登録料 
は、早期登録(二〇〇六年一月三十一日以前) 
が百区、普通登録0一月一日〜三月三十一旦 
が百十五区、後期登録(四月一日〜現地)が 
百三- fKN なっている。 

〈大会主要日程〉*会場の記載がない行事は 
ボストン•コンベンション•センターで開催 
六月二十六日〜二十九日 i 地区ガバナー•エ 
レクト•セミナ^ —(ハインズ•コンべンシ 
ョン•センタ^ — ) 

六月三十日：大会サービス•センター 
七月一日：大会サービス•センタ1\インタ 
1ナショナル•パレード(市内中、心部) 
七月二日：大会サービス•センタ1\開会 
式/各種セミナ^~\国祭アカデミ . —賞 
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第 5 目全国望害者 1 
1 ス? H 槪 IS 挪 | 


七月三日：大会サ ー ビス•センタ1\第二回 
本会議 / M JF 昼食会/各種セミナ 1\ ィ 

ンターナシヨナ;1/ • 、、ノヨー 

七月四日：大会サービス•センタ1\投票/ 
閉会式 

Q 障害者支援に琊- B 地区が 

一斉街頭募金を実施 

十月三十日(日)、336-3地区(鳥取.岡 
山/合田五一地区ガバナ ー) は地区内全クラ 
ブの一斉街頭募金活動を実施した◦岡山県で 

は十一月五日 
から七日、第 
五回全国障害 
者スポーツ大 
会「輝いて！ 
おかやま大 
会」が開催さ 
れている◦同 
大会を前に、 
一般市民に障 
害者福祉への 
協力を呼び掛 
けると同時 
に、ライオン 
ズクラブの奉 



会議録 


其 


主な議題だけを 
まとめました 


ライオン誌日本語版委員会会議 
第四回ライオン誌日本語版委員 
会会議は+一 月二日、ライオン誌 
日本語版事務所で開催され、①仙 
台フオーラムでの ミニ •フオーラ 
厶及び移動委員会報告、②+ |月 
号出来、③士一月号以降台割と主 
要記事予定、®国際協会公式ウ I 
ブサイト更新状況、⑤オンライン 
報告システム、⑥その他について 
協議した。 

® はミニ•フオーラ厶について 
の感想、意見と、ここで出た提言 
等を本誌誌面に反映させることを 
確認。関連費用、助成金の使途明 
細。ライオン誌ブ—ス報告。 

複合地区 Y E 委員長連絡会議 
第二回 YE 委員長連絡会議は+ 
|月九日、日本ライオンズ連絡事 
務所で開催され、①冬季交換、② 
YE 書籍の頒布、③二〇〇五-〇 
六年度予算案、®夏季交換情報、 


⑤ヨーロッバ•フォーラム出席の 
報告、⑥派遣生名簿のフォー厶、 
⑦丫 E 生取扱い幹事会社及び旅行 
代理店、⑧その他について協議し 
た。 

①は人数、日程等の確認。派遣 
生の共通経費は I 人三千円、ほか。 

複合地区ガバナ I 協議会議長連絡 
会議 

第四回議長連絡会議は+ I 月二 
士百、東京•新宿の京王プラザ 
ホテルで開催され、①秋季国際理 
事会報告、②二〇〇五年日本博覧 
会「愛•地球博」報告、③その他 
について協議した。 

① はライオンズの紋章やモット 
I 等の変更、国際理事の減数、国 
際大会での投票率を上げるための 
提案などがされたことが報告され 
た。また、オメガ•レオ会員の年 
齢制限の上限が撤廃された。 

② は「愛•地球博」成功裡に終 
了のお礼と、会計及び事業報告。 
約三千万円の余剰金は、各地区へ 
協力拠出金の比率で返金。 


③はパキスタン地震救援金とし 
て LCIF へ+|月三十日付けで 
約五千八百万円送金。口座を解約。 

複合地区国際大会委員長連絡会議 

第四回国際大会委員長連絡会議 
は+ | 月二+五日、 日本ライオン 
ズ連絡事務所で開催され、 I 第八 
十九回国際大ム I © ボストン大会日取 
新情報、②大会参加、③日本ライ 
オンズ代議員会•夕食会、®イン 
ターナショナル•パレード、 I 第 
四十五回東洋•東南アジア•ライ 
オンズ•フォーラムについて協議 
した。 

I ①は日程、登録、ホテルにつ 
いて。早期登録の締め切りは通常 
よりも| 力月 遅い| 月三 + |日。 

I ②は代議員 コ—ス の設定を各 
複合地区または地区単位で行ぅ。 
投票を重視した設定にする。また、 
各複合地区公認ツア！ コ| ディ 
ネータ-規約を確認。 

I ③は七月三日開催予定。従来 
通りの「代議員の投票説明会兼日 
本ライオンズ食*^」形式。 


仕活動をよりよく理解してもらおぅと企画。 
合田ガバナーが「誇りと自信を持って、外に 
出よう！ 今こそ行動を ！ 」と呼び掛けた〇 
当日は天候に恵まれ、午前十時から午後三 
時半ごろまで、鳥取、岡山両県の約三十力所 


で会員が街頭に立って募金への協力を呼び掛 
けた◦集まった募金は総額百六十七万三百九 
十四円で、山陽新聞社会事業団、日本海新聞 
社会事業団へ寄付し、障害者福祉に役立てら 
れる。 
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キャンぺーンをリードする 
モデルクラブの資金調達活動 

視カファースト.キャンペーン 
I ( CSFI ) では、3年間のキャン 
ぺーン期間中に会員平均500冈の 
献金を誓約したクラブをモデルク 
ラブと認定している。キャンぺ一 
ン成功の牽引役を果たすモデルク 
ラブでは、会員の献金に頼るだけ 
でなく、広く一般市民に協力を呼 
び掛けて理解を得、資金を調達し 
ようという動きも活発になってい 
る。ライオンズクラブが国際的な 
奉仕組織であること、そして視力 
ファーストによって世界の失明予 
防活動に取り組んでいることなど 
を前面に打ち出した資金調達活動 
は、 PR にも大きく貢献している。 
♦ 

山形県•米沢ライオンズ?ラ（石 
塚武会長/31人）は10月2日（日)、 
米沢市の産業まつり協賛の催しと 
して チャリティー • バザーを 開催 
した。 

モデルクラブになったものの、 
当初は何にどう取り組めばよいの 
か皆目検討もつかなかった、と石 
i 豕会長。会員宅の押入れに眠って 
いる贈答品などから不要な品物を 
寄付してもらい、キャンペーン資 



Campaign SightFirst II 

LIONS' VISION FOR ALL 



金を集めようと考えた。ほぼ全員 
の会員から提供を受け、食料品や 
衣類を始めデパート並みの品揃え 
となった。 

バザー当日は担当の社会福祉委 
員会のメンバーを始め、10人余り 
の会員が販売係を務めた。一般客 
に混じって他クフブ会員の協力も 
あり、7万円余が集まり当初の目 


標を達成。全額を csfii 指定献金 
として LCF に送金した。 

石塚会長は「会費の上積みによ 
る義務的な資金集めにならないよ 
う配慮しながら、モデルクラブと 
しての責任を全うしたい」と述べ 
ている。 

バザー会場には、「1ドル献金で 
小児失明を救おう」の文字と、キ 
ャンぺーンのロゴ、それにライオ 
ンズ•マークを配した大段幕が掲 
げられた。 332- E 地区がキャンぺ 
—ン活動用に作製したもので、地 
区内クラブから貸し出し依頼が寄 
せられ、1点しかないため引っ張 
りダコとのこと。 

これまで同地区では一般市民を 
対象にした募金などのチャリティ 
—活動は、あまり盛んでなかった 
という。しかし、 CSFI によって 
地区内の モデル クラブを中心にバ 
ザー や コンサー トなどの企画が 相 
次いでいる。 

rcsFn を機にもっと街に出て、 
市民に協力を呼び掛けようという 
議論が地区内で高まった」と奥山 
紘二 MD / セクター. コーディネー 
夕 一（332- E 地区兀ガバナ ー )。「市 
民の理解と協賛を得た活動がライ 
オンズの奉仕の原点。それがライ 
オンズの PR にもなる」と話す。 


iiis 

G 解散/クラブ名称変更 

解散クラフ 

新潟県•安田(合併)/岐阜県•七宗\兵庫 
県•青垣/広島県•音戸/山口県•鹿野/長 
崎県•させぼ西海(二〇〇五年+ I 月国際理 
事会で承認) 

■クラブ名称変更 
山梨県•石和 i 笛吹 
宮城県•河南—石卷河南 
石川県•能登鹿西丨中能登 
福井県•三方—若狭 

0 ¥ L 報 

れフ、 尚蓮観(広島県•尾道瑠璃) 

十月 一日死去、84歳◦一九六三年入会◦八 
七年度 336 -0地区ガバナー。 
g 魚住昭三郎 (熊 本キャッスル) 

十一月十三日死去、 71 歳◦一九七六年入会。 
二〇〇二年度337-0地区ガバナー。 

れフィ多久良男(兵庫県•神戸華水) 

十一月二十六日死去、77歳◦一九六四年入 
会〇九三年度 335 -八地区ガバナー、 335 複合地 
区ガバナー協議会議長◦今年度ミッション 30 
国際チ . —ムリ^—ダ-—。 
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5,708 

106 

5,994 

131 

3,019 

32 

14,721 

269 


2,925 

△ 1 

3,298 

25 

2,275 

14 

8,498 

38 


2,213 

32 

1,942 

3 

1,916 

20 

2,358 

25 

2,083 

2 

1,679 

△ 18 

12,191 

64 


3,038 

46 

4,429 

32 

3,635 

84 

2,191 

47 

13,246 

162 


6,146 

82 

4,265 

78 

3,612 

45 

4,510 

71 

2,475 

41 

21,008 

317 


3,257 

49 

7,533 

48 

4,915 

47 

2,539 

38 

18,244 

182 


6,720 

91 

4,080 

△ 1 

4,278 

53 

4,065 

△ 4 

19,144 

140 


5,234 

106 

3,154 

31 

3,327 

46 

4,817 

60 

16,532 

243 


332 -A 
332 -B 
332 -C 
332 -D 
332 -E 

332- F 

332 

333- A 
333 -B 
333 -C 

333- D 

333 

334- A 
334 -B 
334 -C 
334 -D 
334 -E 

334 


330 -A 
330 -B 
330 -C 
330 


335- A 兵庫（東） 

335- B 大阪•和歌山 
335- C 滋賀•京都•奈良 

335- D 兵庫（西） 

335 —計 _ 

336- A 徳島•高知•香川•愛媛 
336- B 鳥取•岡山 

336- C 広島 

336- D 島根•山口 

336 計 

337- A 福岡•長崎 
337- B 大分•宮崎 
337- C 佐賀•長崎 

337- D 熊本•鹿児島•沖縄 

337 計 


331- A 北海道（道央） 

331 - B 北海道（道北•道東) 
331 - C 北海道（道南） 

331 計 


総計 3,413 赢3 123,584 1,415 



日本ライオンズクラブ 
クラブ数•会員数 

(2005 年10月31日各地区キャビネット事務局集計） 


世界のライオンズ 


2005.9 .30 .国際協会集計_ 

ライオンズ国または領域194 


日本のライオンズ 


2005.1 0.31. 各キャビネット事務局集計 


■クラブ数 m ■会員数期 114 

45,252 赢106 1,317,456 A 5,795 


■クラブ数 


期首から 
の増減 


■会員数 


期首から 
の増減 


77016341 


0 0 0 0 0 0 0 


8 7 5 16 7 4 
6 5 8 8 5 5 0 
4 


9 8 8 5 0 
7 3 2 5 0 
11 4 


0 0 0 0 0 0 


7 9 4 8 5 3 
18 8 9 5 4 
1 4 


3 0 0 0 3 

△ △ 


2 3 3 9 7 
10 2 6 0 
121 5 


0 0 0 0 0 


154102106 110 472 


0101 

△ △ 


8 2 2 5 7 
19 8 4 3 
1 14 


森手城島形田 
青岩宮福山秋計 


木 

栃 

潟城葉馬 
新茨千群計 


井 

福 

重川 
三石 

知阜岡山野 
愛岐静富長計 


7 4 8 9 
0 9 0 0 
211 -( 


京 

im/ 


_ 


s.r 
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5. 国際会則に定められる緊急積立資金の投資に関す 
る条件を改正するために、2006年国際大会で代議員 
に会則改正案を提出することを承認した。 

■LCIF 

1 . タンザニアにある財団の銀行口座を移すにあたり、 
LCIF 助力者として Manoj Shah 国際理事を指名した。 

2. LCF 承認済みの津波復旧事業を継続出来るよう、 
400万区!の交付金を承認した 0 

3. Gullapalli N. Rao 博士を視カファースト諮問委員会 
の投票権のないメンバーとして任命した。 

4. 現在の視カファースト資金残高が枯渇した際に視 
カファ—スト事業の資金援助が出来るよう、2,000 
万図の主要国際奉仕プログラ厶交付金を承認した。 

5. 視カファースト.キャンペーンIドネーション及び 
表彰に関する方針を承認した。 

6. Wayne Heiman 国際理事をライオンズ-クエスト諮 
問委員会のメンバーとして任命した。 

7. ライオンズ-クエスト•インド教師カンファレンス 
を支援するために、理事会の指示による四大交付金 
14,00¢®を承認した。 

8. LCIF 事業立ち上げ援助金プログラムの設定、並び 
にそれに関連する方針を承認した。 

9. 3,304,878図に及ぶ80件の一般援助交付金、国際 
援助交付金、四大交付金を承認した0 

10. 2006年国際大会でライオンズ-クエスト•セミナー 
を行う こと をフ7く認、した。 

11. ライオンズクラブ国際協会と LCF の両方の口座に 
対して署名権限を有する者の氏名を統一させるため、 
理事会方針書及び LCIF 運営方針書を改訂した。 

■リーダーシップ 委員会 

1. 2006年地区ガバナー•エレクト•セミナーの予定、 
研修課程、グループ•リーダーを承認した。 

2. 2006年7月1日をもって、芽生えるライオンズ•リ 
—ダーシップ研究会プログラムを廃止することにし 
た。 

3. 講師育成研究会プログラムを承認した。これは 
2006 -07 年度より実施される。 

4. 講師育成研究会の試験的開催に関する2005年4月 
のリーダーシップ委員会報告書第4決議を撤回した。 
更に、2005 -06 年度に講師育成研究会の資金援助並 
びに研修内容に対する支援を行うことを承認した。 

5. 2006年国際大会で「国際理事の役割」と「リーダ 
—シップのアイデア交換」の2つのセミナーを行う 
ことを承！忍した。 

■長期計画委員会 


1. 非政府組織としてのライオンズ地区及び複合地区 
の効果的な役割に関するセミナーを2006年国際大会 
で開催することを承認した。 

■会員増強委員会 

1. 2006年国際大会で会員増強、新クラブ結成、 
MERL チー厶に関するセミナーを開催することを承 
認した。 

2. ソマリア及びカザフスタン共和国をライオンズク 
ラブ国際協会に加わる新しいライオンズ国として承 
認した。また、カザフスタン共和国における最初の 
ライオンズクラブのチヤーター申請書を承認した。 

3.1- A 地区（アメリカ•シカゴ)、 5 M-5 地区、 5M-6 
地区、 5M-7 地区（アメリカ*ミネアポリス/セント 
ポール)、 11-A 地区（アメリカ•デトロイト）への3 
つの都市圏マーケティング会員増強補助金交付を承 
認した。 

4. クラブへの新クラブ•キット無料交付を許可した。 

5. 2005年12月1日から2006年6月30日の間、「元会 
員」及び「ライオンズ会員の酉己偶者」の入会費を割 
引することを承認した。 

6. MERL チー厶の効果を高め強化するための推薦事 
項を承認した。 

7. MERL に関する新しい方針が2005年6月の理事会 
会議で採用されたのに伴い、 MERL に関する既存の 
理事会方針項目2つに訂正を加え、明確にした。 

■奉仕事業委員会 

1. 逆境に置かれた児童のためのライオンズによる健 
康及び教育サービスを支援するシンポジウムを 
2005 -06 年度に行うために、最高2,000因の経費支 
払を要請する14地区の申請書を承認した。 

2. 2006年ライオンズクラブ国際大会で出席者のため 
に催す奉仕活動セミナー及び行事を承認した。 

3. ライオンズ奉仕のデータ収集及び配布に関して、 
協会の長期計画に新しい目的を加えた。 

4. 青少年指導委員長の役職名をライオンズ-クエスト 
委員長と改名した。 

5. 糖尿病教育を推進するために「糖尿病教育のため 
のライオンズ•ウォーキング大会」と題する新しいア 
クティビティを採用した。 

6. オメガ•レオクラブ会員の年齢制限を、成年から、 
オメガ，レオクラブをスポンサーしているそれぞれ 
の複合地区（複合地区に属する準地区でない場合に 
は単一地区）が適切であると見なした年齢までと定 
義した。 


The Lion 2006. 1 月号 


20 






国際理事会会議の決議事項要約 

2005年11月9日〜14日インド•カルカッタ 


■会則及び付則委員会 

1. 2006年国際大会での一般責呆険セミナー開催を承認した。 

2. 36複合地区（アメリカ•オレゴン州）からの会則苦情申し立てに対 
する検討手順を早めた。 

3. 36複合地区からの苦情申し立てに対して結論を下し、国際理事会に 
よる最終決定を文書にて交付するよう、法律部に要請した。 

4. CT コーポレーシヨンを協会の法務代理として定めた。これに伴い理 
事会方針書を改訂した。 

5. 会員、クラブ、地区は明確に定められている境界線外で資金等を要 
請してはならない、という規則を撤廃した。これに伴い、理事会方針 
書を改言丁した。 

■大会委員会 

1. 2006年国際大会の公式行事予定表を承認した。 

2. 資格証明委員会メンバーとして任命された者、地区ガバナー•エレ 
クト、ボストン国際大会で仕事をする国際本部職員のための日割り許 
容額を定めた。 

3. 資格証明及び投票手順を改訂し、電子署名用パッドを使用出来るよ 
うにした。 

4. 理事会方針書を改め、ライオンズクラブ国際協会及び LCIF の財務諸 
表要約を大会議事録に含めることにした。 

5. 電子版の大会議事録配布を承認し、ディスク完成期日を設けた。 

■地区及びクラブ•サービス委員会 

1. 遺憾ながらも、394クラブ（会員数6,347人）の解散を承認した。 

2. 以前の会議で解散を承認したクラブのうち24クラブの解散を取り消 
し、正クラブに戻した。 

3. 3件の地区分割案、並びに条件付で1件の地区分割案を承認した。 

4. 2006年国際大会で、下記4つのセミナーを開催することを承認した。 

• 複合地区協議会議長セミナー 
•副地区ガバナー•セミナー 

• スペイン語/ポルトガル語を話すクラブ役員セミナー 
• WMMR に関するクラブ幹事セミナー 

5. 4人のコーディネーター•ライオン及び1人の暫定ゾーン•チヱアパー 
ソンを任命した。 

6. 受賞率を高めるため、2005~06年度100因地区ガバナー賞の規定を 
改言丁した。 


■財務及び本部運営委員会 

1. 第1四半期における2005~06年度全体の見通しを承認した。 

2. 新しい投資方針を承認した。 

3. 酌量すべき事情のために期限を過ぎて提出された請求に対する支払 
いを承認した0 

4. NevilleMetha 氏をインドの共同財務代表として任命した。 
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北海道•長沼ライオンズ p 

ライオンズ•フェステイバル 



宮崎県•小林ライオンズ P 

チャリティー•ゴルフ大会開催 



一九 七〇年ごろまで、 神社 境内に 
はチャンバラやゴム跳び、鬼ごっこ 
など、日が暮れるまで遊ぶ子どもた 
ちの歓声がこだましていました◦そ 
の中で「いたわりのこころ」「思い 
やりある行動」が育まれ、人格形成 
の一助になっていたことに思いを馳 
せ、長沼ラィオンズ クラ (松宮英太郎 
会長/35人)は「青少年の健全な育 
成」「さびれゆく『祭』文化の再生」 
を目的に、 九月 十日、長沼 神社 境内 
でフェステイバルを開催しました。 


当日は、、っどん•そは•やきとり 
の出店、ニジマスつかみ取り、子ど 
ももちつき大会や、長沼町内の中¬ 
高校の吹奏楽部に ょる吹奏楽演奏会 
などを実施。それぞれが与えられた 
ポジションで祭を盛り上げました。 

ニジマスつかみ取り大会は子ども 
と親が一体となつて、キヤーキヤー 
と大歓声が響き、子どももちつき大 
会では自分でついたおもちに大喜び 
の子どもたちの姿が ありました。 吹 
奏楽演奏会も大好評で、子どもから 


大人まで音楽に聴き入り、素晴らし 
い一時を過ごすことが出来ました。 

本事業を通して、境内に以前のょ 
ぅな子どもたちの歓声が戻り、青少 
年健全育成につながることを願って 
います。 (p R 委員長/渋谷学) 
(編)境内にやんちゃな子どもたち 
が戻ったら、メンバーの皆さんの、 
子どもたちを指導する口、つるさい近 
所のおじさん、おばさんとい、つ役割 
も復活ですね〇 

連絡先 iTEL 〇一二三-八八-二1六八 



小林 ラィオン クラ (岩 下正臣会 
長/ 40 人)は十月五日、市内のゴル 
フコ^~スでチャリティ^— •ゴルフト 
1ナメント(日刊スポーツ新聞社共 
催)を開催◦県内外から二百二十四 
人の参加があり大盛況でした。また、 
当日はゴルフ•日用品などのバザー 
も実施◦会長を始め幹事、会員、ラ 
イオン•レ デイーの献身的な活動で 
「安くて品が良い」ということもあ 
り、五百点余りを完売しました。 


一方、コースでは十六番の池越え 
ショ^—卜•ホ^~ルを「チャリテイ^— 
ホール」として募金を行いました。 
ライオン•レデイ^~たちがジュ^~ス 
を配りながらお願いすると、みんな 
笑顔で、「社会奉仕しなきゃ……」 
と言いながら、池に入れて五百円、 
ワンオンして千円を募金箱に入れて 
いるのが印象的でした◦しめて約五 
十万円の収益金が集まり、 一 同大い 
に感激しました。 


初めてのことで、戸惑いや不安、 
不手際もありました。しかし、 ラィ 
オニズムの下、会員が一致団結し、 
大成功に終わつたことに感動を覚 
え、また広く地域社会にラィオンズ 
の活動が p R 出来たと思います。 

(会報 PR 委員長/倉菌龍二 ) 
(編)収益金は視カファースト•キ 
ヤンぺーン n 献金として活用するそ 
ぅです◦楽しく有意義な大会でした。 
連絡先 iTEL 〇九八四-二二-二-二〇 


〇厂 ブ 
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▼この欄ではラィォンズクラブ、レォクラブ、ラィォネスクラブの活動報告を扱います。詳しい投稿要領は 56 "7をご覧ください。 
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大阪府•娇フェニックス•ライオンズ?ラ 

薬物乱用防止キヤンペーン 


岐阜県•高山ライオンズ ? 5 

障害者魚釣り大会開催 



障害者同士が交流を深める、恒例 
の「障害者魚釣り大会」が、高山市 
社会福祉協議会主催、高山ラィオン 
ズク_フ(東盛義会長/ 90 人)後援で九 
月二十一日、赤保木公園にある障害 
者専用の釣り場で開かれ、身 
体の不自由な人たち約百五十 
人がィワナやアマゴ釣りに歓 
声を上げた。 

一九八一年に高山ライオン 
/ク_め故パ平田道夫がアメリ 
力•コロラド州デンバーを訪 
問した際、障害者用の釣り場 



九月十九日、堺市の中心を 
流れる内川、土居川の川辺か 
ら、豊かな町づくりを目指そ 
ぅと、市民手作りによる「内 
川•土居川祭」が開催されました。 

堺フヱニックス•ラィオンズクラ(辻 

内佳子会長/45人)も、メーン会場 
に隣接するザビエル公園内におい 
て、チャリティ^ — • バザ^~ を行、つと 
共に、薬物乱用防止に関する啓発活 
動に取り組みました。 

六月に 335 -3地区主催の薬物乱用 
防止教育認定講師養成講座に、我が 
クラブから九人が参加◦参加者は低 


を見学して帰り、クラブに釣り場の 
設置を提案。翌年、クラブが赤保木 
公園に障害者用魚釣り場専用の舗装 
道路を整備し、高山市が同公園に幅 
十？、長さ九十？の釣り池を作った。 

障害者魚釣 
り大会は毎年 
この時期に実 
施しており、 
今年で二十四 
回目◦今年も 
クラブがイワ 
ナとアマゴ約 



年齢化が進む 
実態に危機感 
を覚え、この 
祭りの会場に 
薬物乱用防止キヤラバンカーを要請 
する ことに 意見が一致し ました ◦当 
日は高橋祥治 335 -3地区ガバナーを 
始めキャビネット役員にも参加して 
頂きました。 

キャラバンカーに乗って展示や映 
像を見た大人や子どもたちは、この 
ような現状に驚きを隠せない様子 
で、真、剣なまなざしで資料に目をや 
り、指導員に質問をしていました。 


七十？を寄贈◦障害者たちはラィオ 
ンズ会員らの介助で車いすに乗った 
まま池に釣り糸を垂らし、魚を釣り 
上げるたびに大きな歓声や拍手が響 
いた。 (『毎日新圍 9 月 22 旦 
(編)釣った魚はその場で塩焼きに 
して、弁当と一緒に食べたそぅです。 
会員は前日から会場準備、当日は参 
加者の送迎、車いすの移動、釣れた 
魚を釣り針から外す作業など大忙し 
でしたが、皆にとても*1ばれ、交流 
が深まる奉仕事業となりました。 
連絡先 iTEL 〇五七七-三二-五二六九 


更に私たちが支援している児童養護 
施設•清心寮の子どもたちも参加 
し、社会に貢献する時間を共有出来 
たこと も実に有意義で あり、また 大 
きな収穫でした。 

今後とも、社会環境や友人の影響 
を受けやすい子どもたちを守るた 
め、継続的に活動していきたいと考 
えていま t (会長/辻内佳子) 
(編)キヤラバンカーについては、 
麻薬•覚せい剤乱用防止センターの 
ホ 1 /へ 1 シ ( www . aapcbr . jp / 
info / r . htm ) で紹介されています。 
連絡先 iTEL 〇七二-二五四-八一七七 
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江南 ライオン、、# クラへ 莉谷一紀会 
長/ 112 人)と徳島眉山 ライオンズクラ 
(阿部忠美会長/43人)は、徳島藩 
主•蜂須賀家正が江南市に生まれ育 
つたとい、っ縁で、一九七七年に姉妹 
クラブに なつている◦姉妹提携宣言 
には、 「両 クラブは 相互理解と ライ 
オンズクラブの友愛の 精神と固い団 
結の上に親善を深め、地域社会への 
奉仕を目指す」とある◦以来三十年 
近く、隔年 ごとに 相互訪問を繰り返 
し、姉妹提携宣言の精神に則り親睦 
を深めてきた。 


山形霞城 ラィオンズ クラ(吉田清吉 
会長/83人)は十月、市内在住の山 
形大学と東北芸術工科大学の留学生 
を招待して、「日本の食文化•そば、 
もちを食べる会」を兼ねた秋の家族 
例会を開催した◦学生二十五人、大 
学職員四人の参加だったが、驚いた 
ことに女子学生十五人の多くが、着 
物姿で現れた◦更にその国際色にも 
感激した。中国、韓国、 モンゴル、 
タイ、マレ^~シア、インドネシア、 
ムロ 湾、 ラトビア、フイリピンの九力 
国の留学生がいた。 

留学生にとっては、初めての餅と 


また、 両 クラブでは、 青少年の 健 
全育成を目的に、毎年、親善剣道大 
会を開催している◦二〇〇五年は八 
月二十、二十一日に、江南ライオン 
ズクが徳島を訪問した。一行は莉谷 
会長以下会員二十九人、ライオン. 
レデイー五人、剣道指導者十四人、 
そして 少年剣士とその保護者十人。 
四時間半のバスでの長旅にもかかわ 
らず、会員たちは元気に交流を図り、 
少年剣士たちは名眷をかけて白熱し 
た試合を展開した。 

帰りのバスの中では、さすがに疲 


そばなのだが、全員おいしいと言つ 
て大いに食べた◦会員も留学生との 
交歓に感激した様子だった◦留学生 
たちは帰国してから日本をどのよう 
に評価するのだろうか。 



れが出て、ところどころから寝息が 
漏れてきた◦その顔には友愛親睦の 
責を果たした満足感が漂っていた。 

徳島眉山ラィオンズク_の皆さんあ 
りがとぅございました◦また来年、 
江南でお会いしましょぅ。 

(会報編集者/祖父江宏光) 
(編)蜂須賀家正が豊臣秀吉から徳 
島の地を賜ったのが十六 世紀 後半。 
四百年の年月を経て育まれている友 
情や、少年剣士たちの活躍を家正に 
も見せてあげたいものです。 

連絡先 iTEL 〇五八七-五五-〇九一七 


こうしてみると、山形市も国際都 
市に近づいたような感じがする。特 
に、日本との関係について「政冷経 
熱」と言われている中国と韓国から 
の参加者が多かった。こうした留学 
生たちとの草の根の親善が、将来の 
日本にとつてプラスになることは間 
違いないと思えた。 (斎藤幸こ 
(編)経済交流は活発だが政治的に 
は冷え切つているさまを示した「政 
冷経熱」ですが、そうした時代だか 
らこそ、民間の友好を深めることが 
大切なのだと思います〇 
連絡先 iTEL 〇二三-六八四-六九七七 
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東京豊島ライオンズ ? 5 

アフガンで帰国難民の子どもたちを支援 



東京豊島 ラィオンズ クラ(佐野恒男 
会長/ 42 人)は四十周年記念事業の 
一つとして 、 NGO ライク ウオータ 
1•プレスと共に、アフガニスタン 
の帰国難民キャンプで子どもたちの 
支援活動を実施した。九月三十日に 
関西空港を出発し、十月二日にカブ 
1ル空港に到着。 

支援活動は一日目に子どもたちに 
映画を見せ、帰り際にカラーペン三 
本と紙を渡し、絵を描いてもらぅ。 
二日目に絵と交換に靴をプレゼント 
する。これをアフガニスタン各地で 
行ぅとい、 っもの ◦上映したのは海や 
森林の映像。三交代で三本の映画を 
見せた◦子どもたちはクジラやィル 
力、 小魚の 群、 また森林の虎や鹿な 


どの走る姿に歓声を上け、拍手をし 
ながら喜んでいた。私は感動し、こ 
の活動に充実感を覚えた。 

毎日五時三十分起床。六時三十分、 
二台のポンコッ車に日本から持参し 
た靴と絵本、そして現地で購入した 
靴を積み込んでキャンプに向か、っ。 
早朝なのにテント式の学校の周囲に 
絵を胸に掲げた子どもたちが数百人 
も待っている◦私を囲んで描いた絵 
を見せてくる◦手足も頭も顔も垢だ 
らけだが、思わず頭をなでながら抱 
きかかえてしま、っ。テントの教室で 
足を採寸し靴を渡すと、満面の笑顔 
で出て行き、外で順番を待っている 
仲間たちに見せびらかしていた。 

現地の NGO 「アシアナ」には、 


上映機材一式(約百万円)を贈呈し 
た。アシアナはカブール市内のある 
建物の六部屋を教室として、絵•音 
楽•裁縫•木工•算数などを教えて 
いる◦早く実業に役立てられるよぅ 
に指導しているのだとユ ーソフ 代表 
は言、っ◦金がなく通学出来ない子ど 
もたち約七百人を交代制で世話をし 
ていると話をしてくれた。 

(四十周年実行委員長/戸田公) 
(編)アフガニスタンが戦争状態に 
あった二十数年間に国外に逃れてい 
た難民たちが、帰還して来ています。 
が、社会情勢はまだ不安定なまま。 
早くすベての子どもたちが安心して 
学べるよ、っになるといいですね。 
連絡先 iTEL 〇三-三五四二-五七一一 
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福井県•小浜ライオンズ p 

フイリピンの子どもたちに T シャツ贈る 


熊本県•人吉、免田、錦ライオンズ P 

米空軍音楽隊コンサート 


置 



十月二十日、米空軍太平洋音楽隊 

パシフィック•シヨ^~ケ^—スの コン 
サートが、カルチャーパレス大ホー 
ルで開かれ、ジャズからポピユ ラー 
まで多彩なジャンルの音楽で観客を 
魅了した◦主催したのは人吉ラ イオ 
ン X クラ (前田実生会長/43人)、免田 
ライオンズクバ 岡田眞也会長/ 51 人)、 
錦 ライオンズクラ (中村春喜会長/33 
人)。多くの人に音楽を楽しんでも 
らい、地域活性化につなげようと、 
九年ぶりの開催となつた。 


会場は、高校生から中高年まで幅 
広い音楽ファンで満杯◦幕が上がる 
と同時に演奏が始まり、リズム•セ 
ッションが 刻む軽快なリズムに合わ 
せ、両脇の サックス、トランペット、 
トロンポ - ~ンのホ - ~ン•セッション 
が迫力ある音で観客を圧倒◦また、 
曲中にはメンバーが次々とステージ 
前に出てソロ演奏を披露し、卓越し 
た演奏技術も注目を集めた。 

コンサートは二部構成で行われ、 
スイング•ジャズ、フアンク、ムー 


デイーな曲なと、演奏だけでなくヴ 
ォーカルのジェイミー•ギリー軍曹 
の熱唱も加わり、マツケンサンバで 
は観客席の高校生たちがステージに 
上がって、ジヱイミー軍曹とサンバ 
のリズムに合わせてダンスを踊るな 
ど盛り上がりを見せていた。 

(『日刊人吉新聞』 10 月 26 日) 
(編)同音楽隊の人吉でのコンサー 
卜は九年ぶりでしたが、はや次回が 
待ち遠しいですね。 

連絡先— TEL 〇九六六-二二-七三〇〇 


小浜ライオンクラ(西野徳三会 
長/47人)の会員らは十月七日から 
の三日間、医療支援のためフィリピ 
ン•パサイ市の教会を訪ねた。スト 
リート•チルドレンなど貧困に苦し 
む子どもたちにと、小浜市内の中学、 
高校五校が協力して集めた T シャツ 
など約四千着を寄贈した。 

同クラブの PR 委員会(岩崎一沖 
委員長)が四年前から手掛ける事業 
で、これまで給食や文房具などを支 
援◦第四弾となる今回は、 T シャツ 
千着を目標に呼び掛けたところ、五 
校を含む十団体と一般市民から約四 
千着が集まり、十一回の船便に分け 


てサンタクララ •デ モンテフアル 
コ•バリッシュ教会に届けた。 

マニラ郊外にある現地を訪れたの 
は初めてで、岩崎委員長ら七人が参 



加◦贈呈式では、教会に併設する学 
校の児童や保護者ら約三百人も参加 
し、民族芸能や合唱の歓迎を受けた。 
その後、会員らは集まった市民一人 
ずつに袋に詰めた T シャツを手渡し 
ていった◦衣料は教会のボラン ティ 
ア 団体サンデー スク ール•ミニ スト 
リーが毎週日曜日のミサで順次配る 
とい、っ。 (『中日新聞』10月13日) 
(編)千回目の例会を記念して 、 T 
シャツ千枚を目標にしたそうです 
が、うれしい予想の大ハズレ。第四 
回目で四千枚だったので、来年は五 
千枚を目標にしましょうか。 

連絡先 iTEL 〇七七〇-五三-一五一四 
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Headl 


大和川の流れと共にある。 

しかしその後、上流部の開 
発が進んで生活排水が流れ込 
み、昭和四十年ごろから汚れ 
が目立ち始めた◦やがて川か 
ら人の姿が消えると、ゴミの 
不法投棄が後を絶たず、人が 
寄りつ くこと もなくなる。子 
どもたちは「危ないから川に 
近づかないよ、つに」と教えら 
れ るよ、つに なつた。 

「昔のように大和川で釣りが 



出来るよぅにしたい……」。 
当時大阪府議会議員だった r 
東は、行政には行政の役割と 
責任があり、地域住民にも川 
とのかかわり方、責任がある 
との考えから、民間の資金に 
よる再生事業を志す。 

そして二〇〇〇年十二月、 
大阪住之江ライオン X クラ大 
阪南港ライオンズクが協力し、 
地域の住民、企業と共に大和 
川の再生を図る大和川再生協 


水質全国ワ—スト1の不名誉な記録を保持していた大和川。 
五年前、その汚名を返上しよぅと、地元ライオンズの働きかけ 
によって大和川再生協議会が発足し、行政と地域住民、企業と 
がスクラムを組んでクリ—ンアップ運動などを展開している。 
川との触れ合いを取り戻そうと、活動開始から五年目の区切り 
として、九月二十三日に開催された大和川河口まつりの模様を 


335 - B 地区第4弱第21 

■取材/編集部 


取材した。 

朝六時半のスタートを前 
に、大和川河口に近い住之江 
区の河川敷には釣り竿を手に 
した グループや家族連れが 
続々 と 集まつてきた。「五年 
後に、きれいになつた大和川 
で魚釣りを……」を合い言葉 
に活動してきた大和川再生協 
議会は、発足から五年目の節 
目に大和川河口まつりを開 
そのメ^ —ン•イベントの 
魚釣り大会で ある0 
大会に登録参加したのは三 
百六十六人◦各自がポイント 


を定めて釣り糸を蠢れるが、 
なかなか引きがこない。本当 
に魚がいるのだろうか？不 
安がょぎる。 

と、近くで大きな歓声が上 
がった。駆け寄ってみると、 
網に入りきらないほどの大物 
と悪戦苦闘の真っ最中。やっ 
とのことで釣り上げた獲物 
は、七ホセはあろうかという 
大きなコイだった◦よく見る 
と、岸から士5ほどの川面が 
しきりに波立ち、岸辺にも小 
魚の群れが見えている。 


大会スタッフとして協力し 
ていた地元漁業組合の方に聞 
くと、 ハゼや ボラ、コィ、セ 
ィゴ(スズキの子)などが釣 
れる そ/っ だ◦小さな カ ニを見 
つけて大喜びしている子ども 
もいた。大会の開催までには、 
大和川再生協議会の国土交通 
省への働きかけによって、魚 
のすみやすいよぅに川底を 
二 •£$ 掘り下げ、川岸の整 
備も進められて きたとい、 っ。 

大和川再生協議会の仕掛け 
人は、大和川のほとりで少年 
時代を過ごした大阪住之江ラ 
ィオンズクの東武会長である。 
六十年前、川は澄みきって、 
シジミの宝庫だった◦生活の 
一部であり、子どもにとって 
は遊び場でもあった◦釣りを 
したり、友達と泳いだり◦ォ ； r 
東の子ども時代の思い出は、 
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議会の発足にこぎ着けた。協 
議会会長には釣り具と自転車 

のメーカー、シマノの島野直口 

三会長に就任を依頼した。環 


境と密接なかかわりを持つ企 
業であり、市民への波及効果 
も大きいとの期待もあつた。 
実際、今回の仓药り大会もシ 


マノの全面的な協力で大成功 
を収めている。 

協議会ではまず大和川のク 
リ- ~ンアップ • キャンぺ^ —ン 

❶髙橋地区ガバナ I のあいさつ 
❷式典に続いて大和川堤防の陶板 
画除幕式が行われた。クリ—ンア 
ップ•キャンぺーンにも協力して 
いる府立港南造形高等学校の生徒 
らが長さ八 + M ; I / I の壁面を陶板画で 
飾つた 

❸魚釣り大会は二時間半にわたつて 
行われ、魚種別に表彰。椋本元地 
区ガバナ I から賞状が贈られた 
❹会場では参加者に呼び掛けてゴ 
ミ拾いも。「これからもゴミ拾つ 
てな」 

❺祭りでは市民グル—プによる演 
奏やダンスのアトラクションも盛 
りだくさん。模擬店も多数出店。 

お隣の兵庫県から応援に駆け付け 
た明石二見ラィオンズパラの鯛飯、 

明石魚住ラィオンズ乃ラのたこ焼き 
や焼きそばが人気を集めた 
❻魚つかみ取り大会では川岸に子 
どもたちの大歓声が響いた。ウナ 
ギやドジヨウ、ハマチ、ヒラメ計 
千匹が用意された 


❹ 



を展開◦初めはラィオンズ会 
員らを中心に少人数で実施し 
ていたが、次第に近隣の住民 
や学校も参加するよ、っになつ 
た。回を重ねるごとに参加者 
は増え、年一回だったキヤン 
ぺーンは二回に増-^た。ラィ 
オンズクラブの協力も335-丑 
地区第 4 M 2 ゾ全体に広がっ 
た◦ほかにもヨシ刈りやシジ 
ミ稚貝の放流などの活動に定 
期的に取り組んでいる◦更に、 
行政や市民団体と共に川の安 
全や環境問題、ゴミ問題につ 
いて勉強する再生会議の開催 
にも着手した。 

大和川河口まつりで魚釣り 
大会に続いて行われた式典に 
は、北側一雄国土交通大臣が 
出席◦住之江区とは川の対岸 



にあたる#市出身の北側大臣 
は、子ども時代に大和川を泳 
いだ思い出を語った。 

また、ライオンズを代表し 
てあいさつした髙橋祥治335- 
B 地区ガバナーは、 

「今後は大和川両岸のライオ 
ンズクラブが協力して、大き 
な運動を展開していきたい」 

と語り、ライオンズの組織 
力を生かした取り組みに期待 
を寄せた。 

五年間の活動を通じて、住 
民の目が川に向かぅよぅにな 
った、よ：？東◦その結果、大 
和川はワー スト1から 二つ順 
位を上げた。しかし、まだワ 
1スト3。ライオンズと 大和 
川再生協議会の挑戦は、これ 
からも 続く。 
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トピックス 1 



子どもたちに朝ご飯を食べさせて！食育基礎編の試 



兵庫県 • 明石魚住ライオンズ? 5 

■ 取材/編集部 


最近、食育とい、っ言葉をょ 
く聞く。で、食育とはなんぞ 
や？といぅ ことなのだが、 
これがなかなか難しい。食育 
といぅ 言葉が一人歩きし てい 
るとい、っ 人 もい るが、一人歩 
きどころの騷ぎではな 
い。立場にょって、全_ 

違、 i 育論が蜃され^ 

のが実状だ。 

その中で明石魚住ラィ 
オンズクラ(橋本維久夫会 
長/13人)は、子どもた 
ちに朝食を とらせよ/つと 
いう切り口で、食育問題 
にかかわり始めた。まず 


同クラブが食育に関心を持つ 
きつかけとなつた、新潟の歯 
科医、鈴木公子さんの講演を 
めの七月十八日に実施。 
鈴木さんは『給食のちから』 
(風*！#刊)の著書を持ち、学 




校給食と子どもの健康などを 
テーマに話を展開した。 

講演では、あらかじめ明石 
魚住ライオンズクがら提供され 
た資料などを元に、明石市の 
学校給食についても触れ、米 
飯給食の回数や、その際のア 
ルミ バック容器について話を 
した。米飯給食の回数は全国 
平均が週に二•九回であるの 


に対し、兵庫県は二•五回、 
明石市は二回◦使い捨てのア 
ルミパックに入ったご飯は、 
全国でもここだけ、と明石市 
の立ち後れを指摘した。 

明^5^住 ラィオン X クでは意 
図的に市会議員や教育委員を 
講演会に招待◦これらの出席 
者にとって、鈴木さんの話は 
衝撃的だったよぅで、ある市 
会議員は自身のホームぺージ 
で、これらの問題を綴り、九 
月の IKK で早速、取り上げた。 
その結果、「米飯^!を週三回 
実施する◦アルミパックご飯 
も食器に変える◦次年度、二 
一校で実施する」との教育長の 
_答弁を引き出した0 
I 我々には給食なら安心とい 
、っ思い込みがあるが、実際は 
無国籍、無季節、無地方とい 
、っ、現代社会そのままのメニ 
ユ - ~になつているとい、 っ ◦そ 
んな中、一九七六年度から米 
飯$が導入され、以来毎年、 
実施校も回数も増えている。 
その辺りを橋本会長は、 

「カレーだってパスタだって 
いいですよ◦ただし、その日 
はすべて、その国のメニュー 


にしろ、と言、つんです ◦そ、 つ 
すれば、その国の文化も学べ 
るし 意味もあるで しよ/つ〇 米 
飯給食も同じ◦米は日本の文 
化ですよ◦減反しながら輸入 
小麦粉で出来たバンを給食に 
出す矛盾。しかも汚染された 
食材で、子どもたちの健康を 
害しているんだから、何考え 
とんねん、いぅことですよ」 
明石魚住ライオンズクばま 
ず、子ともたちに朝ご飯を食 
ベさせる運動を進めているが、 
方針決定には同クラブ会計で 
保育園園長の、竊元眞理子の提 
言が大きなゥエ-—卜を占めた。 
毎日、子どもたちや若い親た 
ちと 接す S 元は実体験とし 
て、 子どもたちの食生活に危 
機感を持つている。 

「食育いぅんは、 もつともつ 
と奥が深いと思いますよ◦で 
も、 今はそれ以前の 問題 ◦ま 
ずは親の教育が先◦いわば基 
礎編です◦それが出来たら次 
の段階として、食品添加物を 
始め応用編に進みたい。それ 
までに私たち ももつ と勉強し 
て、先を見据えたアクテイビ 
テイにしたいですね」 
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トピックス 2 


年籌臨 I 織デメントで 


大阪府•茨木 ハーモニー •ライオンズ?ラ 

■ 情報提供 / 野村公子 ( 市民 • 教育奉仕委員長） 


茨木ハーモ 
二>—•ライオ 
ン X クラ(西尾泰 
子会長/27 
人)は、毎月 
二回、介護老 
ノホームでの 
喫茶手伝いを 
継続 ァクテイ 
ビテイとして 
いる◦今年度 
は介護老人保 

健施設「ライフポート茨木」 
を対象に活動を続けている。 

アクテイビテイ当日の朝、 
メンバーは自宅の庭先で、あ 
るいは近所のあぜ道、土手を 
歩いて、季節の草花を摘む。 
施設の喫茶室のテーブルを飾 
るため、 フラワ^ —アレンジメ 
ントを手作りするのだ◦夏に 
はホオズキやケイトウにスス 
キの葉◦秋になれば、ワレモ 
コウにネコジヤラシ、ミズヒ 
キソウ、それに金色に輝くス 
スキの穂◦花屋さんに並ぶ花 
だけでなく、野に咲く草花を 
組み合わせてアレンジする。 
お年寄りたちが喜ぶ笑顔を思 
い浮かべながら。 


茨木ハーモ 
二>—•ライオ 
ン K クば一九 
九九年に335- 
B 地区で最初 
の女性クラブ 
として結成さ 
れた。 ライオ 
ンズクラブに 
女性の入会が 


認められ 
たのは一 
九八七 
年。その 
翌年には 
330- A 地 
区 (1 M ) 

に、日本 
で最初の 
女 tt クラ 

ブ、«暴ラィオンズクが結成 
されている。335-3地区では 
4^の進出はなかなか進まず、 
茨木ハーモニー•ラィオンズ 
ブク_の誕生まで十年がかかった 
が、その後は多くの女性 クラ 
ブが後に続いた◦現在では、 
同地区は全国で最も女性会員 



の割合が高い。 

地区内第一号として、茨木 

ハ' ~モニ^~こフィオンズ^^女 
性ら しさを 生かした女性 クラ 
ブならではの奉仕に取り組ん 
でい こぅと 考えた。そして、 
その結成当初から取り組んで 
きたのが介護老人ホームでの 
高齢者を対象とした アク ティ 
ビティだ。 

毎月二回の訪問 
には五〜六人のメ 
ンバーが参加し、 
午後一時から二時 
半まで喫茶の手伝 
ぃを行ぅ。お茶の 
サービスだけでな 
く、お年寄りの話 
し相手を務めるの 
がいちばんの目 


的◦地 
域に密 一 
着した 
活動の 
ため、 
時には 
親しい 
顔に出 


ムぞっこと もある◦そんな時に 
は懐かしい話に花を咲かせる〇 
そうしたお年寄りとの対話 
のきっかけ作りに役立ってい 
るのが、メンバ-~手製のフラ 
ワ^~ アレンジメント。 日々 の 
生活の中で身近にあった野草 
はお®奇りたちの心を和ませ、 
話を弾ませてくれるという。 
テーブルに飾った花の名前を 
教えてあげると、次に訪れた 
時に同じ花を見付け、うれし 
そうに「この花知ってるよ」 
と 言つてくれた こと もある。 
今ではこのお花を心待ちにし 
ているお年寄りも多い。 

クラブではほかにも、地域 
の老人 ホ ー ムで開催されるバ 
ザーに物品を提供したり、当 
日の手伝いを行、っなど、高齢 
者を対象としたアクテイ 
ビテイに力を入れてい 
る〇 

女性ならではのきめ細 
やかな心配りが生きるこ 
のアクテイビテイ。クラ 
ブではこれからも、女性 
の特性を生かした奉仕活 
動を続けていきたいと考 
ゝ X- ている。 
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トピックス 3 


聴覚障害者と一つになって作り、育てる手話劇コンク 



京都賀茂ライオンズ?夂 

■ 取材/編集部 



「皆さん、どぅぞ楽しんでく 
ださい」。京®貝茂ラィオンズ 
ノク_フ41人)の櫻井武遺 K 長の手 
話に ょる あいさつに、会場か 
らは頭上でひらひらと掌を動 
かす手話の拍手が送られた。 
十月三十日に京都会館第ニホ 
1ルで開かれた同クラブ主催 
の手話劇コンクール京都大会 
は、今年で第八回目を迎えた。 

京都賀茂ラィオンズクが第一 
回手話劇コンクール京都市大 
会を開いたのは一九九八年。 
その後、第三回大会からは京 
都府下に範囲を広げて「京都 
大会」として開催している。 
この活動のきつかけとなつた 
のは、聴覚障害者の母を持つ 
会員の入会だった。クラブと 
して聴覚障害者支援のアクテ 
イビテイを探る うち、 手話劇 
にたどりついた。 


京都は明治十一年に聴覚障 
害者への教育機関である盲院 
が開かれた聴覚障害者教育発 
祥の地で、戦前から手話劇が 
行われるなど文化活？盛ん。 
クラブではこの手話劇を通じ 
て、聴覚障害者と健聴者の相 
互理解と交流を図ろぅと、京 
都市聴覚障害 
者協会、手話 
学習会みみず 
く、手話通訳 
問題研究会と 
協力して大会 
開催に取り組 
んできた◦出 
演者の意欲を 
高めるために 
コンクール形 
式を採用◦最 
優秀団体賞の 
ほか、演技賞 

や舞台美術賞など七部門で表 
彰を行ぅ。だれにでも分かり 
やすく楽しめる手話劇を目標 
に掲げ、手話の分からない観 
客にも把握出来るように声優 
によるナレーシ ヨンを 付ける。 

第八回目を迎えた今大会に 
は初めて、ライオンズ会員と 



聴覚障害巷協 
会、みみずくが 
共同で結成した 
^&チーム「シ 
ャィニング•フ 
レンズ」が参 
した。 i 刖大八石の 

終了後、ラィオ 
ンズの中から自 
一分たちも一緒に 
|手話劇に参茄し 
たいとの声が上 
がったことがきっかけで実現 
したとい、っ。これまでの大会 
でも会員が声優などに助っ人 
参加することはあつたが、本 
格的に劇に加わるのは初めて 
のことだ。 

「最古同のアクテイビテイと自 
負している I と、手話劇委員 


長を務める篇井修二。当初は 
お互いに壁を感じて意見の合 
わない ところ もあつたが、回 
を重ねるごとに壁は低くなつ 
てきた と 言、っ。同じ ことを 聴 
害者の側でも感じていた。 
京都市聴覚障害者協会の事務 
局長で、今大会では友好チー 
ムの一員として出演した大概 
弘昭さんは ¥◦ 「これまでは 
出演は聴覚障害者、ライオン 
ズは運営といぅ役割分担があ 
った◦だんだんにその垣根が 
なくなつて、今大会では二つ 
の輪が一つになつたと感じ 
る」。 

この大会は出来るだけ大勢 
の人に見てもらおぅと入場は 
無料◦事業費はプログラムの 
広告収入のほか、毎年四月に 
開催する上賀茂神社境内での 

フリ^ — • マ^~ケットやチヤ リ 
ティ！ゴルフの収益で賄つ 
ている。 

「夢は近畿大会、全国大会と 
発展させること」と藤井委員 
長◦聴覚障害者支援に取り組 
む各地のライオンズクラブと 
連携出来れば、と夢の実現に 
意欲を燃やす。 
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トピックス 4 


Topics' 

¥ビ栽培を通じて、水とみどりの環境保全。 


滋賀県.愛知ライオンズデ 

■情報/廣田六郎（元安全福祉環境保全委員長） 



愛知郡愛知川町は琵琶湖に 
ほど近く、その名にも見られ 
るよ、つに、古くから川や水と 
のかかわりが深い。この地で 
活る^®ラィオンズクラ(木 

澤善和会長/30人)は、人々 
の生活や、農業、産業を支え 
てきた水、これを囲む環境を 
守ろうと、東海道新幹線の線 
路脇を流れる新愛知川の保全 
に取り組んでいる。 

「清流」と言えば「ワサビ」 


といぅ ことで、新愛知川の水 
を利用してのヮサビ栽培の話 
がクラブで持ち上がったのは 
二〇〇一年度◦提案は翌年度 
のための準備委員会を通過、 
皆の同意を得てトントン拍子 
で進んだ◦〇二年六月、安全 
福祉環境委員らが、岐阜にあ 
るワサビ栽培装置を始めワサ 




ビ関連事業を展開する会社を 
見学◦十月には川べりの小さ 
な親水庭園を利用して装置を 
設置、ワサビを植え付けた。 

折しも、その年の高城利治 
335- C 地区ガバナーのアクテ 
イビテイ•スロ^ —ガンは「水 


とみどりで世界を結ぼぅ」。そ 
の追い風を受けたか、ヮサビ 
は何度か汚れた水にさらされ 
「あわや」と肝を冷やすよ、 
場面も無事くぐり抜け、順調 
に生育を重ねた◦翌年四月に 
は白い清楚な花を咲かせ、十 
月には初めての収穫。十一月 
の愛知川町文化祭では、マグ 
口の解体•即売の試食に収穫 
した ワ サビを おろし、 祭りの 
参たちと|吾びを ifc ハ有した0 
ワサビといぅアィテムを選 
んだ ことで、 この環境保全活 
動は地域住民に対して大きな 
宣伝力を持つことになつた。 
川の水が「ワサビが育つほど 
清涼」とい、つ高いハードルを 


クリアしている ことが 目で見 
て確認出来るし、また丸い団 
扇のよ、っなヮサビの葉も印象 
的で、道行く多くの人々の関 
心を引く◦メンバ_~が除草や 
伐採、淡渫といつた作業をし 
ていると、「何を植えているん 
ですか」「ずいぶん育ったねえ」 
「いつもご#哀力様◦川が奇麗に 
なりましたね」など、士尸を掛 
_けてくれる人は少なくない。 
しんどい作業も喜びに変わる 
とい、っ。いずれは、やはり清 
涼な川にのみすむとい、っ鮎や 
トミオが泳ぐ川にして、より 
一層市民に親しんでもらいた 
いと考える。 

その一方、川に空き缶やナ 
ィロン袋などのゴミを役*す 
る人 もなくなら ず、寂しさを 
感じることもある◦「川を汚さ 
ないで」といぅアピ^~ルが十 
分ではなかつたかと自省する。 

収めた成功も、時に味わぅ 
悲しみも、まだまだ続く環境 
保全とい、っロング•ランの通 
過地点◦これからもクラブ. 
メンバー皆で、また市民らと 
も協力し、理想の川を実現さ 
せていくつもりだ。 
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トピックス 5 



巣立ちの春の演奏会「ふれあいライオンズコンサー 


奈良県•生駒ライオンズ?ラ 

■取材/編集部 


生駒ライオン X クラ(村田蒙 K 
長/33人)は毎年三月初旬の 
土曜日に「ふれあいライオン 
ズ コンサート」 を開催してい 
る。クラブのメ^ン•アクテ 
イビテイである。青少年育成 
と老人福祉が目的で、小 
学生による四つのブラスバン 
ドと！所属の コー ラス•グ 
ル^—。^いこま コ _~ラスしずか」 
が出演する◦会場ロビーには 


国際平和ポスタ^~ •コンテス 
卜のクラブ•レベルでの M 又賞 
作品も展示する◦百〜三百点 
の中から選ばれた十五作品で 
ある◦表彰式も行、つ。 


さてこの小^バンド、 
ただの小学生ではない。 
「あすか野ブラスバンド」 
「生駒台ジュニアブラスバ 
ン£「桜ヶ丘小学校ハー 

モニックバンドクラブ」 
「俵口小学校金管バンド」 

は、ブラスバンド層の厚 
い生駒にあって全国大会 
へ勝ち進む実力を持った j 
強者たち◦とはいえ、ほ 
とんどの子が三年生で入部 
して初めて楽器を手にする 
のだ。 そ/っなる までにはよほ 
どの練習があるだろう。コン 
サート当日、舞台裏での音合 
わせの光景を 目に したメンバ 
1は、指導教師の厳しい言葉 


に身をすくませた◦しかし、 
子どもたちはそれを首〖正面か 
ら受け止める◦そうした中で 
キビキビとした所作、チーム 
ワ^~ク、きちんとしたあいさ 
つなども養われていく。演奏 
では、小さな体でどうやって、 
と思われるほどの迫力の音が 
会場を震わせる。 

コンサートでは開八 K 行事と 
して「ライオンズ•ヒム」を、 
晒 閉会行事と 
1して「また 
一会う日ま 
で」を斉唱 
するのだ 
が、この日 
は児童らの 
好意で生ブ 
ラスによる 
伴奏とな 
る。メンバ 

1も気分良 
く、負けじと声を張り上げる。 

第九回開催の時には、クラ 
ブの四十周年記念例会をこれ 
に当て、姉妹提携を結んでい 
る韓国とムロ湾のクラブのメン 
/<' ~らを招いた◦子どもたち 
が日本も含め各国の国歌を演 



奏してくれて、来賓客らはい 
たく 感動し、満足された。 

「しずか」と小学生バンドの 
ジョィントや、ノリノリのマ 
ッケンサンバの演奏に合わせ、 
ダンスクラブの 子どもたちが 
躍り出すといった企画物が会 
場を湧かせることもある。 

六年生にとっては小学校生 
活最後の演奏会となる場合が 
多い。その力いっぱいの演奏 
を目の当たりにした年少の子 
どもたちは、彼らの雄姿に憧 
れて後に続き、生駒の音楽の 
潮流は受け継がれていく。 

先日、「ふれあいコンサー 
卜」初回の参加者らから、今 
年のコンサートに出演させて 
ほしいといぅ依頼があった 0 
社会人となってからも有志が 
集まって練習しているのだと 
いぅ。クラブとしても、かつ 
ての子どもたちの成長を見る 
機会を設けることにやぶさか 
でない。 

今年の開催は三月四日、生 
駒市中央公民館にて。入場無 
料◦お問い合わせは生駒ラィ 
オンズクラブ事務局 TEL 〇七 
四三-七四-五一七七)まで。 
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I トピックス 6 

医のいない山里で無料眼科検診。 
民の目の健康を守って22年。 



ーセンタ1で無料眼科検診 
行い、住民約百五十人が 
語めかけた。眼科医のいな 
い大屋では、自覚症状がな 
く、放置すると失明につな 
がる緑内障の発見が遅れる 
ケースが多かった。そんな 
状況を憂えた眼科医会がボ 
ランティアで検診を申し 
出て、その受け入れ先と 
して同クラブに協力を求 
めたのが八三年◦以来、 
毎年実施され、今回で二 
士靣目。一昨年からは、 
弱視の早期発見のため五 
歳児検診も始めた0 


クブ 

ン 

才 


屋 


S. 

一 S 

大編 

庫職 

兵 ■ 


兵庫県北部、鳥取県と境を 
接する養父市大屋町は、四方 
を 一の山々に囲まれた静 
かな山村で、町の九割を山林 
が占める◦国内最大のスズ鉱 
山があったが、円高不況で一 
九八七年に閉山、過疎化が進 
む◦そんな大屋に突然、最先 
端の眼科病院が現れて、消え 
た一〇 


大屋ライオン X クラ(小畑豊会 
長/20人)は兵庫県眼科医会 
と共に十月三十日、町内の保 



検診に当たったのは、眼科 
医十一人のほか、視哀査員、 
眼鏡士、医療機器メーカーの 
社員ら総勢三十人◦医療機器 
メーカー四社は、最新の眼底 
カメラや視®^を持ち込んだ。 
メンバー十八人は会場設営を 
行い、受付や案内を担当。ス 

タツフも 

設備も、 
大病院に 
負けない 
充実ぶり 
である。 
この検診 
. 」のため 

驛 

医会は県や市に病院開設の申 
請を しており、 「大屋に 一日 だ 
け、最新の眼科病院が出現し 
たよぅなもの」医師) 
だ。 

検診では、視力や眼圧の検 
査のほか、眼底撮影などを行 
って医師が診断、必要に応じ 
て医療機関を紹介した。異常 
なしの結果を もらつ て、晴れ 
ばれした顔で会場を後に する 
受診者の姿が多く見られた。 
三回目の受診という五十代の 



女性は「糖尿病なので(合併 
症による失明を)心配してい 
たが、異常がなくてルンルン 
気分」と、っれしそ、っ。一方で、 
例年通り、緑内障とその疑い 
の強い人が十人ほど見つかつ 
た。 

大屋にはこの検診で緑内障 
を見つけて、失明を免れた人 
も多く、クラブには感謝の手 
紙も寄せられる。田村雅宏元 
会長は「視カファーストに勝 
ると も劣らないアクティビテ 
ィだ」と胸を張る。 

検診を始めた当初、眼科医 
会は二年でやめるつもりだつ 
た。しかし、二十年以上続い 
ている一因は、クラブの受け 
入れ態勢の良さにある。懸命 
の PR で受診者を募り、希望 
者には車での送迎も行、っ。初 
回から参加している伊藤興喜 
医師は「も、つ顔見知りになつ 
た患者さんも多い。顔を合わ 
せた時にとても I 吾んで、感謝 
してくれる◦それが、っれしい 
ですね」と語る。 

クラブでは、今後とも必要 
とされる限り、この検診を継 
続していきたい考えだ。 
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■文/砂山幹博写真/田中勝明 


と、 商家の気風が生ん 
ての町並み 






























































戦乱の世を生き抜いた宗教都 
市 

近鉄長野線の富田林駅を降 
り、小さな商店街を抜けると 
碁盤の目状に白壁の旧家が建 
ち並ぶ美しい町並みが姿を現 
す。一九九七年に伝統的建造 
物群保存地区に指定された富 
田林の土寸内町だ。 

戦乱の続く中世末期、一向 
宗の寺院を中心に、堀や土塁 
をめぐらせた自治都市が近畿 
一円に誕生した。これらは土寸 
内町と呼ばれる◦中でも最も 
有名な のが、 石山本願寺を中 
心に作られた「大坂」、今の 
大阪市である◦元亀元年(一 
五七〇年)、織田信長は一向 
宗門徒のせん減を計り石山本 
願寺を攻撃◦以後、十年にわ 
たって繰り広げられた世に言 



、っ石山合戦で、大坂寺内町は 
徹底的に破壊された。そのた 
め現在、大坂の街に寺内町の 
面影を見ることは出来ない。 
一方、石山合戦の際、本願寺 
の味方をせず信長と妥協、平 
和戦略をとることで富田林寺 
内町は戦火を免れる。大坂寺 
内町など織田勢のすさまじい 
攻軼季を受ける同門に味方する 
ことはついになかつた。この 
残酷とも思えるしたたかな選 
択で、富田林は後に河内を代 
表する商業都市として繁栄し 

てぃく 0 

富田林の地に町が誕生した 
のは、永禄期(一五五八〜一 
五六一年)◦京都興正寺の証 
秀上人がこの地を訪れ、百貫 
文で購入。周辺四力村から二 
人ずつ有力者を集め興正寺別 
院を建立し、御坊としたのが 
始まり だ◦上人に招集された 
この八人は「八人衆」と呼ば 
れ、彼らの合議にょって町は 
運営される ことにな つた ◦こ 
の八人衆の筆頭で、富田林の 
創立に尽力したのが代々杉山 
長左衛門を名乗る杉山家であ 
る◦杉山家は、卓水二年(一 


(右ぺ—ジ)柱 I 本を中心に「田」 

の字形に部屋が広がる河内地方独 
特の建築手法がとられている(旧 
杉山家住宅) 

❶旧杉山家は、富田林寺内町の旧 
家の中でも最も古い遺構。農家に 
類似した平面構成を持つ 
❷二階から見下ろした庭。石上露 
子もこの風景を眺めていたのだろ 
ぅか(旧杉山家住宅) 

❸ I 見ミスマッチに見ぇる洋風の 
螺旋階段(旧杉山家住宅) 

六八五年)に酒造株を取得す 
ると、周囲で豊富に採れた河 
内米と、町に沿って流れる石 
川の良水を原料に造り酒屋を 
営む。当初三十石だった酒造 
石高は元禄十年(一六九七年) 
に百四石、天明五年(一七八 
五年)には千百三石と、飛躍 
的に発展した。太閤秀吉にも 
献上されたとい、っ河内の銘酒 
はかつては江戸にまで廻送さ 
れ、日本中にその名を 
轟かせたといぅ。ぜひ 
味わってみたいと思っ 
たのだが、造り手がい 
なくなって 久しく 今で 
は幻の味である。 

かつての威勢を感じさ 
せる最古の遺構 
宗教都市として産声 
を上げた寺内町は、江 









と「在郷町」と 
:きく発展する。今も町 
内に残る白壁の旧家はこのこ 
ろから建ち始める◦豪壮な 
家々が軒を並べる^7内町でも 
ひときわ 目立つのが、旧杉山 
家住宅である。四層の大屋根 
を抱く堂々とした外観は、造 
り酒屋として財をなしたかつ 
ての栄華を偲ばせる。屋敷の 
中には主屋、酒蔵、土蔵など 
十数棟が並ぶほか、能舞台を 
模した大床の間、数寄屋造り 
の奥座敷、侘びた趣きの茶室 
などがあり、農家に似した造 
りながらもそれぞれにさりげ 
なく贅の限りが尽くされてい 

る◦旧杉山家住宅は、富田林 

寺内町の町家の中でも最も古 

い遺構で、一九八三年に国の 

重要文化財に指定されてい 

る◦現在、寺内町で一般公開 

されている邸宅は、この旧杉 

山家住宅のみである。 

邸内で珍しいものを見つけ 
た◦明治後期に作られたとい 
う木製の螺旋階段である。畳 
から円柱を中心にぐるりと昇 
る階段には柔らかな曲線を描 
く手すりが伸びる ◦§ から洋 


❹「日本の道百選」にも選ばれて 
いるメーンストリ—卜城之門筋 
❺窓ガラスが普及する以前、二階 
部分の採光と風通しのために備え 
付けられていた虫籠(むしこ)窓。 
時代によって窓の形が異なる 
❻富田林市内を流れる大和川の支 
流•石川。舟運や良水を利用した 
酒造業は町の経済発展に大きく貢 
献した だな 

❼収納式の縁台「ぁげ店」。使わな 
い時は壁に収納ですることが出来 
る 

❽蔵の形状も時代により異なる。 
もともと 蔵に屋根がなかつ たこと 
を物語る置屋根蔵(写真中央) 


風階段が生えているょうに見 
える和と洋の取り合わせが面 
白い。十七世紀中頃に作られ 
たとい、っ土間部分や、その後 
増築された二階部分、この螺 

旋階段など、異なる時代の建 

築様式を見ているだけでも旧 

杉山家住宅が長きにわたって 

繁栄し続けたことが分かる。 

川向こう、もう|つの寺内町 

今回、富田林寺内町を案内 

してくれたのは、富田林 ラィ 
オンズ r の5?田每照隆◦富田 
林から石川を挟％だ対岸奥、 
河南町にある大ケ塚寺内町の 
中心をなす顕證寺の住職であ 
る◦江戸時代、周辺の良好な 
農業生産力に支えられ、地域 
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一帯の物資の集積地となつた 
富田林同様、大ケ塚寺内町も 
大いに栄えた。富田林が、東 
高野街道の陸運や石川の水運 


を利用して、主に江戸の大店 
相手に交易していた一方で、 
大ヶ塚は石川を境界に、主に 
南河内や六 M 方面を商圏に木 
綿の小売り商売を展開した。 
同じ地域ながらも石川を挟ん 
だ二つの寺内町で、富田林に 
だけ！{着が集つたのにはこ、つ 
した商売の違いとい、つ理由が 




ある◦南河内の中心として栄 
えた二つの寺内町は、明治に 
入っても隆盛を続けた。しか 
し明治末期から大正時代にな 
ると、富田林に鉄道の駅が出 
来た響で人の流れが大きく 
変化する0 

「富田林の酒造業が衰退して 
いくのもこのころからなんで 
す◦大市場での競争力を失い、 
次第に淘汰されていきます。 
富田林はずい分前になくなり 


❾寺内町のほぼ中央にある興正寺 
別院。表門は桃山城の城門の I 部 
を移築したもの 

❿見通しが悪くなる 
よぅ+字路を少しず 
らせて作つた「あて 
曲げ」の辻 
©城さながらの石 
垣。寺内町の中には 
戦国時代の自衛の知 
恵が随所に見られる 
❿戦国時代、外敵の 
襲来に備えて町は土 
塁や竹藪で囲われ 
た。竹は有事には竹 
槍として利用したと 


ましたが、大ヶ塚には私が子 
どものころには最後の造り酒 
屋がまだ健在でした」 

と、5?田毎は当時を振り返 
る。 

八町六筋の町割りと古い家 
並みが残る富田林寺内町を歩 
いてみると、かつての活気が 
嘘のように思えるほど静かな 
時間が流れていた。 
、前述した杉山家の出身で、 
石上露子とい、つ歌人がいる。 


©クラブ 紹介 

富田林ラィオンズ r (井上 
豊会長/ 26 人)は、一九六三 
年に大阪関西ラィオンズカラの 
スポンサ—で結成され、四十 
二周年を迎えています。 

奉仕エリアは、富田林市、 
河南町、太子町、千早赤阪村 
に及び、恵まれた自然環境と 
史跡を残す歴史ある土地柄で 
す0 


堺の与謝野晶子らと共に明星 
派の歌人として活躍、思いこ 
がれた初恋の相手に対するか 
なわぬ思いを詠んだ『小板橋』 
を残している◦そんな彼女が 
故郷を詠んだ一首がある。 

今はとて還りゆくべき古 
里は哀しかりけり恋しかり 
けり 

歌に込められた儍い思い 
が、白壁の町並みとしつくり 
と重なり合う。 


地域に溶け込んだ活動とし 
て、青少年の健全育成に力を 
入れるほか、住み良い環境づ 
くり、献血奉仕などにも取り 
組んでいます。特に、地域の 
伝統と文化遺産を大切に守り 
伝えていくよぅ、去る十一月 
二士二日には市民参加の「近 
つ飛鳥と自然に親しむ会」を 
開催。八ラ期で四回目の開催と 
なり、^田毎の開催による史 
跡巡りとクリ—ン•キャンぺ 
—ンを兼ね、好評を得ました。 
また結成四十周年には、『平成 
河内名所図絵』の冊子を編集 
し、関係団体に配布していま 
す0 

■富田林ライオンズ乃ラから読者プ 
レゼントがあります (65 M —)。 
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歴史の 舞台 


では『弁当は忘れても、傘は 
忘れるな』つてね」と宿のお 
かみさんが教えてくれた。 

竹田城跡は高さ三百五十 ; U 
の山の上にある◦シカに驚い 
たりしながら、細く/つね/つね 
とした 山道を登って、人けの 


ない城跡に立った◦キッチリ 
積まれた石垣が、天守台を中 
心に本丸、二の丸、三の丸と 
何層にも広がっている。その 
規模は南北四百だ、東西百メ 
il 。 石垣は自然石をそのまま 
積んだもので、最も大きな石 


取材/編集部 


兵庫の山奥に「天空の城」 
が ある——〇 

南米の空中都市のょぅで、 
城マニアや写真家に人気らし 
い。その竹田城跡のある但 
馬•和田山に行ってみた。 

兵庫県のほぼ中央に位置す 
る和田山町は、 1 M 都と山陰を 
結ぶ道、山陰と山陽を結ぶ道 
が交わる、古くからの交通の 
要衝である。四方を山に囲ま 
れ、日本海に流れる円山川沿 
いに水田が広がる◦但馬牛の 
生産や家具づくりも盛んだ。 

JR 和田山駅前の旅館でス 
ク，„夕，„ を 借り 円 OJ 川を六 
キロほど上ったところの竹田 
城跡に向かった◦あいにくの 
雨だったが、川沿いの田んぼ 
の中を走つている、つちに、青 
空がのぞいた◦このあたりの 
天気は変わりやすい。「但馬 


庫県朝来市和田山町 


■切画/風祭竜 I 


悲運の武将が築いた 
天空の城が浮かぶ町 
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は推定五トン。山城の遺構とし 
ては最もよく保存されてお 
り、黒澤明監督の映画11^武 
者』のロケ地にもなつた。 

秋から冬にかけての早朝に 
は、円山川から霧が立ち上り、 
城跡からは雲海が見渡せる。 
天空の城と称されるゆえんで 
ある◦しかし、よくもこんな 

場所に城を建てたものだ。 

山頂に伏した虎の姿に見え 

たこと から、虎臥城とも呼 
ばれるこの城は一四四〇年ご 
ろ、応仁の乱で西軍を率いた 



山名宗全が築い 
た。当初は砦のょ 
ぅな小さなもの 
で、後年、羽柴秀 
吉の軍勢に攻めら 
れて落城◦現在に 
残る石積みの城郭 
は、最後の城主と 
なった赤松広秀が 
造ったものだ。 

赤松広秀は播磨 
(兵庫県南部)の 
小大名だったが、 

一五七七年に秀士口 


の配下に入った。秀 
吉の天下取りの主要 
な合戦に従軍して戦 
功を上げ、竹田城主 
に取り立てられたの 
が二十四歳◦その後 
も、二度にわたる朝 
鮮出兵に従軍した。 

広秀は戦いに明け 
暮れながらも学問に 
付 傾倒し、江戸儒学の 
MT 祖と言われる藤原 
| 惺窝や、捕虜として 
^ 日本に連行された朝 
诗鮮の儒学者•姜1に 
学んでいる◦そして 
領内に、儒学に基づく善政を 
しいた。不作の年には税を取 
り立てず、養蚕や漆器作りを 
興し、塾を開いて文武を教え 
るといつた具合である◦なお、 
特産の「竹田の家具」は、こ 
の漆器作りに端を発してい 
る◦後に、江戸幕府は政治に 
儒学を取り入れるが、広秀は 
一歩先を行つていたわけだ。 

心根の優しい男だったらし 
く、広秀の助けで朝鮮に帰つ 
た姜沆は王室への報告書の中 
で、「日本の武将は ことごと 


く盗賊、ただ広秀のみすこぶ 
る 人心 あり」と 記して いる。 

広秀は一六〇〇年の関ヶ原 
の戦で西軍に属して敗北◦そ 
の後、旧知の武将の亀井茲矩 
から「西軍方の鳥取城の攻撃 
に加われば、徳川家康に取り 
なしてやる」との誘いを受け、 
共に鳥取城を攻略した。この 
戦いで城下は全焼、家庚の怒 
りを買ぅ。「町を焼いて民を 
苦しめるとは 何 ごと か」 と。 
亀井の「赤松が火を放った」 
との嘘の申し開きで、罪をか 
ぶせられた広秀は切腹を命じ 
られ、竹田城も廃城にされて 
しまった。三十九歳だった。 

領民から「仁政の主君」と 
慕われた広秀の治世はわずか 
十五年。しかし、四百年経っ 
た今でも、地元の人たちに 
「赤松つぁん」と親しまれ、命 
日には広秀を弔、っ祭が行われ 
ている。 

余談だが、城跡の急な石段 
で足を滑らせて転び、通りが 
かりの人に「 ごつつ、つ 血い出 
てまつせ」と言われるほど頰 
を切った◦恐るべし虎臥城、 
その牙は健在である。(哲) 



® アクセス 

JR 和田山駅は京都から山 
陰本線特急で約二時間、姬路 
から JR 播但線特急でも約二 
時間。竹田城跡は和田山駅か 
ら播但線で|駅の竹田駅から 
徒歩で I 時間ほど。中腹まで 
もある。 

0 観光 I □メモ 
竹田城跡のふもとの町並み 
には、城下町の風情が残る。 
特に「寺町通り」には、白壁 
の塀と松並木が続き、錦鯉の 
泳ぐ小川が流れる。 

0 周辺クラブ 
和田山町には、八ラ年度に結 
成四十周年を迎えた和田山ラ 
イオンズ r (森田幸紀会長/ 
52人)がある。また、同じ朝 
来市内には同クラブのスポン 
サ—で結成された朝来ライオ 
ンズ r (緒方郁俊会長/12人) 
がある。 
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麵シリーズ 



京北地域の冬の朝。周囲を山々に囲ま 
れているだけに、かなり冷え込む 



大学二年の夏休み、スペィ 
ン語の単位ほしさに、教授が 
企画した琵琶湖のキャンプに 
参加した◦友人と二人、車で 
行くことにしたが、先輩の一 
人が、京都の親類の家に行く 
とい、 っので、ついでにその先 
輩も乗せ、京都へ寄って行く 
ことにした。 

あちこち寄り道し、京都に 
着いたのは二日目の夕方だっ 
た◦勧められるまま、先輩の 
親類宅で晩ご飯をご馳走にな 
り、夜もだいぶ遅くなってか 
ら琵琶湖のキャンプ場へ向か 
、っことにな つた◦道を 聞くと、 
「簡単だょ◦大原を抜けて行 
くと いい。ただ、三千院の少 
し先で右に曲がらなくてはい 
けないんやけど、そこを間違 
うと日本海まで行つちやうか 
ら気をつけるんだよ」という。 


なに、大した ことな かろ/っ、 
と走り始めたが、大原辺りは 
真っ暗闇◦ヘッドラィトに浮 
かんだ白い洗濯物に、二人し 
て驚愕するほどだった◦ガソ 
リンの 残りが乏しかった こと 
もあり、分岐点を見逃すまい 
と、必死で運転していた。 

結局、無事にキャンプ場に 
たどり着いたが、この時走っ 
た大原の先の分岐点(「途中」 
とい、っ地名だったと思、っ)ま 
での道が、京と若狭を結ぶ若 
狭街道(国道三六七号)だった。 

別名「鯖街道」の名で知ら 
れる◦昔、若狭の行商たちが、 
若狭湾でとれた鯖に一塩し、 
一昼夜かけて都へ運んだ。そ 
れが、ちようどいい塩加減に 
なり、都で珍重されたという0 
東西に長い若狭からは、古 
来、いくつもの道が畿内に向 


かって延びていた。その一つ 
周山街道は、ほぼ現在の国道 
一六二号線に沿っている◦そ 
の途中、見事な杉の美林が見 
られる。磨き丸太で知られる 
北山杉だ。川端康成は『古都』 
の中で、その辺りをこ、っ書い 
ている。 

「じつに真直ぐにそろって立 
った杉で、人の心こめた手入 
れが、一目でわかる」 

北山杉は数寄屋建築に欠か 
せない、同じ太さで節のない 
真っ直ぐな丸太を作るために 
考案された栽培方法で、強度 
の枝打ちにょって生長を抑制 
している◦木を伐っては植え、 
丹精込めて手入れする。日本 
人は自然との対話の中で、世 
界に冠たる「木の文化」を形 
成して きた。 北山杉は、その 
典型とも言えよう。(鈴) 


0 観光 I ロメモ 
旧京北町(現京都市右京区 
京北)の中心•周山には明智 
光秀が築城した周山城の跡が 
残る。京都市街地から京北へ 
向かぅ途中には世界文化遺産 
の高山寺があり、また京北の 
先の美山町には茅葺きの民家 
が数多く現存し、非常に美し 
い旦乐観を見せてくれる。 

® アクセス 

京都市内から国道 M ハニ号 
線(周山街道)で高雄を経由 
して周山まで乗用車で約 I 時 
間(路線バスだと約八十分)。 

0 周辺クラブ 
京北地域には I 九六五年、 
亀岡ライオンズ„ 7 ?のスポンサ 
I で誕生した北桑田ライオン 
ズ r がある。昨年、結成四十 
周年を迎え、アイバンク愛の 
光基金に五十万円を寄贈する 
など、記念事業を実施した。 


圓京都 ■写真と文/獲部 

1 周山街道沿いに林立する 
1 圯山杉の美林 
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た後、法人数は増加の一途をたどっている。また、 
法人格は取得していないが、ライオンズクラブ、口 
一タリークラブ、ソロプチミストは国際的な組織体 
の下に地域社会でボランテイア活動をしてきたこと 
は周知の通りである。更に、法人格を取得していな 
い小グループや団体によるボランテイア活動、いわ 
ゆる草の根市民団体はその数において他の団体を上 
回っているが、統計的にはその実態が十分、把握さ 
れていない。 

そこで、ここではこれらの組織体の中で、 NPO 法 
人数とライオンズのクラブ数を比較してみよう。図 
に見るように、両者の傾向は一目瞭然である。メン 
バー数で見れば、ライオンズは1992年度の16万8千人 
台からほぼ一貫して減少しており、最近では12万2千 
人台になっている。一体、ライオンズクラブはどう 
してこうした事態になっているのだろうか？ 



1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 


■ 筆者紹介 • 坂本信雄 


■ 


1943年秋田県鹿角市生まれ。法政大学経済学部卒 
業。旧経済企画庁で調査*研究に従事。アメリカ* 
ニユーオーリンズ日本国総領事館領、事、経済企画庁 
主任研究官などを経て京都学園大学に勤務。主な著 
書に『起業時代の NPO 』 （八千代出版株式会社）など 
がある 0 EmaiI : sakamoto @ kyotogakuen . ac.jp 


はじめに 

かつてライオンズクラブは、ロータリークラブな 
どと同様、地域のボランティア活動のリーダー的存 
在であったと言えよう。しかし、阪神 • 淡路大震災 
を契機としてボランティア活動に対する関心が高ま 
ると共に、それを受けての NPO 法の成立などもあり、 
今日では多様なボランティア.グループや団体が増 
える傾向にある。 

これはボランティア活動を担う住民が新しいグル 
ープ•団体に向かっていること、そしてこれらの組 
織体に人々のまなざしが向けられていることを示し 
ている。つまり、それだけライオンズクラブなどの 
既存の組織体に対する社会的評価が相対的に低下し 
ていることになる。評価を忘れた活動は自己満足の 
活動に過ぎない。それはメンバー数の減少に直結す 
る。経済社会の情勢の変化を的確にとらえて、ライ 
オンズクラブの展望を描くことが喫緊の課題である。 

今月から12回にわたるこの連載が、そうした課題 
への対応を考えるヒントになればと思っている。 
多様なボランティア団体 

地域社会にはボランティア活動を担うさまざまな 
非営利組織がある。建て前としては医療法人も私立 
学校もそうである。また財団法人などの公益法人の 
中にはボランティア活動に熱心な団体もある。しか 
しそれらはまだ少数であり、多くはなお行政依存 
型の団体となっている。 

地域社会においてボランティア活動らしい活動を 
担っている組織体を区分してみるとほぼ以下のよう 
になる（数字は日本全体の団体数の概数)。 

① 社会福祉協議会 . 約3,430 

② NPO 法 A . 約23,600 

©ライオンズクラブ、ロータリークラブ、 

ソロプチミスト . 計約 6,230 

④草の根市民団体 . 約86,000 

社会福祉協議会は、1990年の法律改正でボランテ 
ィア•センターの運営も出来るようになり、今日で 
は多くの市町村でボランティアの紹介なども行って 
いる。 NPO 法人は、公益法人としては取り組み難い 
ボランティア活動を促す観点で1998年にスタートし 


競争時代を迎えたポランティア活動 


_ライオンズクラブと市民団体の挑戦 

□prn/T\— ノ 今、 " Z . ■坂本信雄（京都府•亀岡保津川ヂ） 

明ロリソフつ >3 ノ八’こちん^) ■学馱雜営雜賴聽学繼授 


イラスト/藤英毅 
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分科会 B 


分科会 A 



参加型フォーラムへの転換を狙っ 
て開催された五つのミニ•フオーラ 
ム◦「ライオンズ I T パワ ■ アツ 
プ•フォーラム」(寒河江潤一実行委 
員長/山形県•天童舞鶴ライオンズ 
介ラ)は、その先陣を切って、十月九 
日九時三十分から十二時まで、仙台 
国際センタ1大会議室•橘で開催さ 
れた。当日は約二百七十人の会員が 
参加◦四つの分科会に分かれ、分科 
会 A 、 B 、 C はブレ ーン•ストーミ 
ングでアイデアを出し合い、分科会 
D は経験豊富な議長、地区ガバナー、 
元地区ガバナーを迎えてバネル•デ 
イスカツシヨ ンを実施した。 

IT とアクティビティ 


「 IT はこれまで、ホ^ —ムぺ^—ジ作 
成による PR としてのツールや、事 
務効率アップ、事務経費低減のため 
のツールとしてとらえられてきまし 
た。しかし、この分科会では ライオ 
ンズクラブ本来の目的である奉仕の 
ためのツールとして、更には新たな 
アクテイビテイを創造するためのツ 
_—ルとして IT を考、 X- てみようとい 
うのが狙いです。具体的切り口とし 
て、①やつてみたいアクテイビテ 
イ•夢のアクティビティ•未来のア 


11 



クテイビテイ 、 ©IT (情報技術) 
に望むもの、の二つのサブ•テーマ 
を設定しました」(小柴登司座長/ 
神奈川県•横浜金港ライオンズ r ) 
①やってみたいアクテイビテイ•夢 
のアクテイビテイ.未来のアクテイ 
ビテイ 

•国際大会開催地でジュニア•サツ 
力 1 W 杯の開催。 

• 主冃少年のための学校を設置。 

•全日本ライオンズ旗争奪少年野球 
大会の開催。 

•高齢社会に向けて、高齢者が安心 
して生活出来る施設(高齢者のホ 
1ム、病院等)の建設。 


•災害時の救援施設として、一万 トン 
程度の救援船を建造。 

② IT (情報技術)に望むもの 
• YE 派遣•受け入れを一般公募す 
るための専用ウェブサイトを開設 
し、アクティビティを通じて活動 
の pR と会員増強に役立てる。 
•薬物乱用防止キヤンぺーンのウェ 
ブサイト開設。(同様三件) 

•献眼登録•提供用ウェブサイト開 
設。広く国民に拡大したい。 

•自殺 サイトな ど、 IT 時代に入っ 
てからの新たな問題が発生してい 
る。 ネット上で「駆け込み寺」を 
開設してはど、っか◦社会から信頼 
されるライオンズクラブ として 音 | 
味があると思/っ。 

•ウェブサイトを利用してアクティ 
ビティ•アイデアを一般公募◦ラ 
イオンズにとらわれない新しい活 
力導入を企てる。 

•全国レベルの情報交換ネットヮー 
クを 作ってほしい。 

IT とクラブ園呂 

「クラブ 運営上、直面する二つの テ 
1マ(① IT 化促進にょる運営業務 
の簡略化がもたらすものについて、 
②新しい形の例会運営)を設け、い 
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分科会 c 


ろいろな角度から新しい発想を発表 
して頂く形にしました。予想以上の 
参加者数に比べ部屋が狭く、声が聞 
こえない等の苦情もありましたが、 
活発で有意義な デイスカッシヨンを 
して頂く ことが 出来ました。特に、 
IT 関係者のみならず元地区ガバナ 
1を始めとする各地区の重鎮の方々 
に数多くご参加頂き、 バランスのと 
れた意見の集約が可能となりまし 
た」(荘英隆座長/東京恵比寿ライ 
オンズ r ) 

① IT 化促進による運営業務の簡略 
化がもたらすものについて 
•情報を正確に早く伝え、リアルタ 

イムに共有出来る。 

•通信 コストの 低減。 

•事務処理のスピードと軽減によっ 
て経費の節減が出来る。 

• 女員会活動のデータべース化。 

• IT 化推進により省力化は出来る 
が、会員 間のコミュニケ ーシ ヨン 
が希薄にならないか心配。 

•各クラブ、員一人ひとりのスキ 
ルアップを図ることが大切。 

② 新しい形の例会運営 
•現状ではインタ1ネット利用によ 

る例会等は無理だと思う。例会環 
境向上のためのツールとしてプロ 
ジェクターの活用推進は必要。 


•例会の運営方法の一つとして、ビ 
デオ • チャット、プロジエクタ^ 

の導入等、今まで以上に楽しく役 
立つスタィルを導入すると共に、 
重要項目は今まで通り紙でも配布 
する等、考慮すべき。 

• IT 化は時代の流れ◦全会員にパ 
ソコンを持たせる努力をすべき。 
そのための教育が必要。 

♦実際に出席出来なくても、意見を 
述べられるのは メリット〇 
•ビデオ•チャットにより、姉妹提 
携クラブ等との合同例会が可能と 
なる。インタ' — ネット 理事会にし、 
事前に議案を提示して考える余裕 



を持たせることで、理事会の資質 
向上を図ることが出来る。 

•将来の方向としてはともかく、セ 
キ ユリ テイ^ — 面を考えると 、 I T 
での理事会•例会は時期尚早。 
•顔の見えない例会であれば地域に 
とらわれずホ-~ムぺ 一~ジ上でグル 
1プを作れば良いのではないか。 

_災害時の伝達と IT の 
幽活用 

「具体的に『災害時の情報はどのよ 
ぅに発信され、どこが管理するのが 
良いだろぅか』について意見を出し 
て頂きました◦参加者には阪神大震 
災経験者、新潟•福井水害経験者、 
新潟県中越地震被災者及び援助経験 
者の参加があり、グループに分かれ 
て入って頂きました。今後は、事前 
に災害現場の意見を学習した上でデ 
イス カッシ ョンをしたり、援助され 
た側、した側双方の実例を挙げた上 
で討論をしていく こと も必要 だと 感 
じました」(杉山民生座長/千葉 
県•浦安中央ライオンズ r ) 

•災害データの分類、管理、検証を 
する本部を設置する◦被災地の情 
報と共に、実践活動が必要となる 
ので、地区に防災担当部署を設置 
し、 IT 部門との連携を図る。 



•情報管理は複合地区とし、これら 
をべースに、被災地外での活動策 
定の参考に対応策まで掲示する。 

♦情報の集約は発生時にはまず地区 
キャビネットとし、大きな範囲へ 
の発信はウェブサィトとする。 

•被災地ラィオンズクラブから地区 
キャビネットへ、地区キャビネッ 
卜から複合と日本レベルへ、管理 
は地区キャビネットが行、つ。 

•被災クラブの IT 委員会が情報発 
信源となり、キャビネットを経由 
し全国のクラブへ情報を送る。 

•必ずしもキャビネットが統括出来 
るとは 限らないので、情報の共有 
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分科会 D 


が必要。 

•災害対策 ネットワークの 構築。 
•ライオンネットに B B S を 設置、 
利用する 

•基本的に被害の少ない周辺の クラ 
ブが行 ぅべきと田心ぅ0 
•インタ-~ネットより無線が良いと 
思、っ。 各 クラブで 災害担当委員を 
決めておく。 

® PR と LCIF 

「昨年度、新潟県は水害、中越地震 
と大きな災害に見舞われ 、 LcIF 
緊急援助金で被災者を支援しました 
が、 LCIF の説明を付記し PRC 
も努めました◦更に後日、ライオン 
ズの支援活動について記録誌を作成 
すると共に新聞にも PR 記事を三回 
掲載しました◦実施時の報道ばかり 
でなく、終了後、活動の成果や追跡 
調査の結果を伝えることも重要な P 
R です」(小池誠毅元地区ガバナ 
1\新潟県•長岡柏ライオンズ r ) 
「アクティビティの実施自体が PR 
でもありますが、更に上手な PR に 
よって活動の効果を高めることが重 
要です。今年度から CSFn もスタ 
1卜しましたが、街頭で PR 活動を 
行ってライオンズの視力保護活動を 



広く知らしめ、地域住民を巻き込ん 
でいくのに格好の事業です ◦ PR を 
通じて LcIF の意義を明確に把握 
し、推進することが出来るのです」 
(高田健司元地区ガバナ1/広島 
県•福山葦陽ラィオンズ介ラ) 
「二月に|—^〇1卩スタディ • ツア^— 
へ参加し、日本のクラブが LCIF 
交付金を受けて建設したカンボジア 
の学校を視察しました◦現地を直接 
見て、子どもたちの明るい笑顔に触 
れたことで、 LCIF 事業がいかに 
役立っているか、大切なものである 
かを実感しました。こ、つした海外で 
の日本ライオンズの貢献について、 


もっと認識向上を図らねばなりませ 
ん。そして更に一般市民が会員と一 
緒にこうした視察ッアーに参加出来 
る企画も有効ではないでしようか」 
(増子正佳地区ガバナ1\福島県. 
郡山開成ライオンズ r ) 

「 LCIF に対する日本の貢献は周 
知のことですが、これがいかに活用 
され、人々の役に立っているかにつ 
いては、残念ながら認識が十分であ 
るとは言えません◦成果を PR して 
会員が誇りを持つことにより、一層 
の献金増額も期待出来るのではない 
でしようか◦特に CSFn のように 
高い目標をクリアするためには、欠 
かせないことです」(熊坂英二元地 
区ガバナ1\福島ライオンズ r ) 
「ライオンズクラブの PR を行、っ際 
に、シンボル、キヤッチ•コピーを 
使ったイメージ戦略が必要であると 
考えています◦情報が氾濫する中で、 
分かりやすい言葉や目に見える形に 
して、人々の記憶に残り、目的を容 
易に理解•把握出来るものを打ち出 
すのです。例えば、ライオンズ•力 
ラーである黄色い羽根募金な どで 
す◦ライオンズ PR 戦略を専門的に 
扱う機関を立ち上げることを考慮に 
入れても良いでしよう」(馬場馨議 
長/長崎みなとライオンズ' 7 > ラ) 


I T フォ ー ラムは 分科会終了後、 
再度全体会を開催。各分科会の報告 
の後、実行委員会からフォー ラム 宣 
言が提案され、採択された。 

「ライオンズ IT パワ—アップ•フ 
才—ラム仙台官1言 

IT の活用によって多祿化する社 
会に対応し、広く世界に貢献するラ 
イオンズクラブの活性化を目指す」 

♦ 

なお、分科会 A 〜 C のブレーン. 
ストーミングで出されたすべての意 
見は、国際協会公式ゥェブサイト 
广 www . lionsclubs.or g/J A / con 1: ent / 
newslmmllforum . sh 1: ml ) でこ覧 
頂くことが出来る◦最後に、実行委 
員の一人5?団英男(兵庫県•神戸レ 
インポーこフイオンズ r ) の感想を 
紹介し、 ミニ •フォ ー ラムの更なる 
展開に期待したい。 

「今までの OSEAL フォーラムは 
参加しても ほとんどの 会員は会議に 
出る 機会もな く、 観光主体になって 
いました。 が、今回はミニ•フォー 
ラムが 開催されたおかげで、参加型 
のフォ^—ラムと なつたよぅです ◦こ 
れが 一度きりで終わる ことなく、 形 
を 変えてでも、継続して開催され る 
ことを 望みます」 
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イラスト/小川和政 


ないほどの盛況ぶりでした〇 
全体会は伏見龍国際理事のごあいさつから 
始まり、その後、分科会ごとに(ブレーン • 
ストーミング手法を用いた)活発なディスカ 
ッシヨンがなされました。内容は、アクティ 
ビティ、クラブ 運営、災害 時の情報 伝達。 そ 
れぞれの IT 活用を図るために、国際協会公 
認ネットワーク「ライオンネット•ジャパン」 
を利用したインフラの整備◦また、ライオン 
誌を中心としたオンライン•システム「サバ 
ンナ」を、 双方 向のポータルサイトとして確 
立することが重要であるとの認識が共有され 
ました◦最後は、今回の参加者たちが、 率先 
してライオンズにおける IT の有効活用に向 
け結集して取り組んでいくことを宣言し閉会 


行/っよ/っなィメージ)を 
考、 X. ておりました〇 
従って、組織を立ち上 
げるほどの規模は考えて 




• 獅子吼(ししく) 

① 仏が説法するのを、 
獅子が吼えて百獣を 
恐れさせる威力にた 
とえていう語。 

② 大いに熱弁をふる 
うこと。(広辞苑) 


(応募要領 i 5.6 r ) 


IT フォーラムを振り返って 

寒河江潤一冚形県•天童舞鶴) 

これまで、ラィオンズの IT 化に関しては、 
IT 関係の役職等に就いている会員が、自主 
的な会議やィベントを通じ、それぞれの準地 
区内のスキルアップを図ってきました。今回、 
第四十四回〇 SEAL フォーラムで開催され 
た IT フオ^—ラムについても、当初はこれま 
でのよ、つなスタイル(全国の IT 関係者の有 
志が集まりパネル•ディスカッション形式で 


おりませんでした◦が、 
六月に入って、少しずつ 
協カメンバーが増え(最 
終的には全国から二十数 
人が実行委員として名乗 
りを上げてくださった)、 
せっかく OSEAL フオ 
丨 ラムで行ぅのだから、 
多くの方に参加して頂け 
るよぅな企画を練ることになりました Q 
七月ごろになると、フオーラム組織委員会、 
ラィオン誌日本語版委員会から、会場や資料 
提供など全面協力が得られ、目の前の視野が 
大きく広がりました。そこで実行委員数人と 
仙台へ出向き、会場となる仙台国際センタ^~ 
を念入りに下見しました◦これにより実行委 
員会の動きも本格化◦二百人を目指して動員 
を図り、最終的には二百六十人を超える事前 
登録者が ありました。 

そして十月九日、いよいよラィオンズ IT 
パワーアップ•フォーラム開催。当日登録が 
予想を上回り、おかげさまで空席がほとんど 
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しました。 

現在、地区によって IT 推進に温度差があ 
るのも寧実ですが、今後、ネットワ^~クを利 
用して地区内外の IT 関係者が情報の共有化 
を図ることが大切となるでしよ/っ◦そぅいぅ 
意味でも、非常に意義あるフォーラムになつ 
たと思います。 

同日午後に開催されたミニ•フォーラム 
「明日のラィオンズを考える」では、「ラィオ 
ンズにおける IT の有効活用」と題した提言 
をさせて頂きました。限られた時間でしたが、 
より多くの皆さまに接する機会が出来ました 
ことに、感謝しております。 

全日程が無事終了し、全国から参加して頂 
きました皆さまに、深くお礼を申し上げます。 
また、実行委員会、組織委員会、ライオン誌 


日本語版委員会、当日ご協力を頂きました皆 
さまに、この場をお借りしまして、お礼を申 
し上げます◦誠にありがとぅございました。 

(陶芸家.49歳) 

国旗返還セレモニー 

松田毅(兵庫県•尼崎武庫) 

八月にアメリカ•オレゴン州から一通の手 
紙が 335 複合地区の事務局に届きました。差出 
人はオレゴンのミツゲ•タミヤス元地区ガバ 
ナーで、内容は「昔の日本兵の遺品で、ご本 
人及び多くの方々の署名が入った日本国旗を 
持っているので、遺族の方に返還したい」と 
い、つものでした◦返還先のご遺族に関しては、 


今年初めごろからラィオンズや関係諸官庁を 
通じて、所在地を探されていたようでした。 

その方は岐阜県のご出身で、現在は京都の 
宇治市にご遺族がおられることが判明し、そ 
の返還に関してラィオンズクラブとして協力 
してほしいとの依頼でした。ちようど日本も 
終戦六十年の節目の年でもあり、心温まるお 
話でしたので、早速承諾すると共に、現地才 
レゴンとのメ^—ルの交換により、いろいろと 
詳しいことが判明してきました。 

しかし、六十年の歳月が経過しているため 
に分からない部分も多々ありましたのも寧実 
でした。 n ミッゲは八十二歳の日本人(幼く 
して両親とアメリカへ移住)で、十年前に地 
区ガバナーをされたそうです。返還を受けら 
れるご遺族は故人のお嬢さんで、親崎さんと 
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おっし ゃる方でした。親崎さんとも何度か電 
話連絡をとりながら返還の日程等をつめてい 
きました◦その結果、 n ミツゲの日本訪問の 
行程が、十月十四日〜十七日に決まりました〇 

十四日は、私が関西国際空港までお出迎え 
し、当日は我が家に一泊して頂き、翌十五日 
に、宇治のレストランで食事をしながら、返 
還の簡単なセレモニーを行いました。親崎さ 
ん方から、ご本人やお孫さんら四人がお越し 
になり、ラィオンズクラブからは、場所が京 
都で もありましたので、 前協議会議長の 5?内 
田清二と335-0地区？尺.情報.1丁委員 
長の5?石黒郁男にもご出席頂きました。 

国旗は六十年の歳月が経ていましたが、思 
ったほど損傷もなく文字もはっきりと判別出 
来ましたし、日の丸の深紅が本当に美しく見 
えていました。国旗には、親崎庄吉さんご本 
人のほか、多くの方々の署名がありました。 
南太平洋の島からアメリヵの海兵隊が持ち帰 
り、オレゴンの博物館に長く保存されていた 
そぅです。それを"ミツゲがいろいろと努力 
されて今回の返還になり、ご遺族の方々もた 
いへん喜ばれ、素晴らしい日になりました〇 
オレゴン州のミツゲ•タミヤス元地区ガバナ 
1のご厚意に改めて感謝申し上げたいと思い 

ます0 (複合地区協議会議長/建設業.65歳) 


薬物乱用防止教室 

加藤忠篤#知県—島} 

ある日、津島ラィオンズ 7 1の事務局に分厚 
い封筒が届いた◦開封してみると、子どもた 
ちが書いてくれた、薬物乱用防止教室に対す 
るィラスト入りの感想文が、四十人分も綴じ 
てあった〇 

去る九月二十八日、津島市立西小学校で六 
年生を対象として、薬物乱用防止教室を開催 
した◦講師は n 平野清九郎(医師)◦彼は昨 
年度、334-八地区の薬物乱用防止教育認定 
講師養成講座を受講し、積極的にこの問題に 
取り組んでいる。 

講座は二部構成で、まずビデオを上映して 
から、 5 ? 平野が薬物を使用す るとどぅなる の 
か、手製の図を使って分かりやすく解説した。 
私はその時、熱心にメモを取る子どもたちの 
姿に感動した。最後に、会長である私が、啓 
発物の リ^ —フレットと キズバン ソ^ —コ . — を 児 
童会長に手渡し終了◦後日、薬物の恐怖を教 
える 旧 7LJ 童図書『ド ラックを知ろ、つ』 (全五巻) 
も学校図書室に寄贈した〇 

そんなこともあり、送ってくれたのだろ、つ Q 


届いた感想文はどれもが、「薬物の恐ろしさ 
が分かった。絶対にしない」とい、っ内容だっ 
た。その一つを紹介する〇 
「薬物についていろいろとお話をして頂いて 
ありがとうございました◦私は薬物とい、っ言 
葉は知っていたけど、そんなに詳しくは知ら 
なかったので、お話を聞けて良かったです。 
その中でも印象に残ったのは、『一回だけ』 
でもとても大変なことになるということ。薬 
物をやると体や歯がボロボロになってしま 
い、高血圧にもなって一生元に戻らない体に 
なつてしまうことにびつくりしました◦やつ 
ばり、薬物は絶対にいけないこと！と、こ 
のお話を聞いて良く分かりました」 
ラィオンズクラブの社会奉仕活動は、地域 
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の課題•ニ ー ズを把握し、その取り組みを一 
人ひとりに働きかけていくことが大事であ 
る◦今回、この講座を通してこれほどの手ご 
たえを感じたことは喜ばしいことだった◦こ 
れこそが、ライオンズの本質だと思、っ。 

(クリ I ニング業.62歳) 

吹免ろライオン 

平越真澄(奈良県#芝) 

このコ^ —ナ^—のタイトルでもある獅子吼の 
像で有名なものに、サルナートの考古学博物 
館にあるアシヨーカ王柱頭の四頭の獅子像が 
あります◦これは、紀元前四世紀、インド全 
土にわたる空前の一大統領国家マウリヤ王朝 


を創ったアシヨ^~力王が、サルナ^~卜(ゴ^~ 
タマ•ブッタが最初に教えを説いた場所)に 
造った石柱に据えられた四頭のライオンの像 
です◦四方に向かって陁哮していて、奇跡的 
に発掘されました。しかもこの四頭の像はイ 
ンドのコインや紙幣にも取り入れられ、今も 
なおインドで愛され、慕われています0 
さて、アシヨ^~力王がマウリヤ王朝を創設 
した紀元前 三 一七年は、かのアレクサンドロ 
ス大王が、インドに侵入を企て、インダス河 
まで兵を進めた紀元前 ニニ 七年の十年後であ 
り、ギリシャ化されたアジアの文化と交渉を 
持つことが出来た時代でありました◦また、 
アシヨーカ王は即位して八年後、東のカリン 
ガ国を征服しましたが、その時、十万人が殺 
され、その数倍もの人が戦争のために死に、 


十五万人が捕虜になるとい、っ悲惨なことがあ 
りました〇 

ちょぅど、プラトンが、ペロポネソス戦争 
を見て育ち、それにょりあの偉大な哲学を生 
み出したごとく、この戦争を通してアシヨ^— 
力王は熱心な仏教信者になりました◦そして、 
王は子々孫々まで、自分の考えを印そぅと法 
勅をィンド各地の石柱や岩壁に残しました。 

王が、碑文の中に「法」として挙げている 
ものは、万人の実行すべき「善い行い」を意 
味し、いずれの宗派の人も受け入れ、特定の 
宗教を押しつけませんでした。また、法勅の 
中で最も強調したことは、「生物を愛するこ 
と」であり、無益な殺生を禁じました◦石柱 
の四頭のラィオンは四方を睨み、アシヨーカ 
王の熱き想いを吼え続けているのでありまし 
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お仏壇•仏具はやっぱり京都 



京都本社 

東京店 

築地店 
札幌店 
仙台店 
避！^津店 
福岡営麵 
新眉営懸 


伝統工芸京仏壇•京仏具 


〒 600-8218 京都市下京区七条通新町東入 

©075-371-3131( 代） 

〒 146-0081 東京都大田区仲池上 2 - 8-13 
©03-3755-8488( 代） 

S 03-3546-8228( 代） 

S 011-512-3455 (代） 

S 022-213-0666 (代） 

0077-564-1011( 代） 

S 092-761_3737( 代） 

0025-255-0868( 代） 

京都ライオンズクラブ会員 


◎お仏壇のカタログ 
差し上げます。 
◎お近くの若林各店 
までお に。 


若林正博 


よ/っ0 

この雄々しき姿が、独立インドの新しいシ 
ンボルとして使用されたのも当然のことであ 
ると思われます◦紋章の下には 「satyameva 
Jayate 」 というサンスクリットが書かれてい 
ます◦これは「真実のみが勝つ」とい、っ意味 
でもありますが、この 「 satya 」 とい、っ語はイ 
ンドでは『リグ•ヴェ^ —ダ』以来現在まで、 
重要視されてきた語であります◦それは英語 
の be 動詞に相当するサンスクリットの as の現 
在分詞 ast (英語の being ) から派生した中性 
名詞 satya であり、「あること。あり続けるこ 
と」から、「真実」という意味を持つように 
なりました。ですから、「真実のみが勝つ」 
ということは、「宇宙の天則にしたがってあ 
ることこそ、大事である」とい/っことになり 
ます。「生きている」のではなく、「生かされ 
ている」ということの大事さです。 

今、世界では、ヵリンガ戦争のごとき悲惨 
なことがイラクで続いています◦また、自然 
を支配するという思い上がりが、環境問題な 
どを引き起こしています◦「あらゆるものの 
命を大事にする」。今から二千三百年前の四 
頭のライオンの雄叫びを、ライオンとい、っ威 
名を持つライオンズクラブみんなで、今こそ 
上げよ、つではありませんか。 薦 .56 歳) 


女性会員増強の集い 

山本洋子(岡山県•倉敷平成) 

九月二十四日、336-丑地区初めての試み 
として、女性会員による「女性会員増強の集 
い」を開催しました。 

この集いは、女性の底力を発揮し、女性に 
しか出来ないことを再認識して、会員増強の 
支えになろうという趣旨の下に開催したもの 
で、各リジョン代表の女性会員の体験談も交 
えながら、楽しく、情熱的に語り令っことが 
出来ました。 

私のクラブは女性会員が一人ということも 
あり、過去、男性に混じっての失敗談もあり 
ました◦が、今回、「女性会員増強の集い」 
で他クラブの女性会員と交流を図ることが出 
来、ラィオンズクラブの活動にも女性らしい 
細やかな気配りを忘れず、自分を磨くことに、 
これからも精いっぱい頑張っていかなければ 
……と、勇気づけられました。また、これか 
らも、このような出会いを大切にしながら、 
ウイ •サーブの精神で世のため人のために生 
きて行きたいと強く思いました。 

最後に、男性とはひと味もふた味も違う理 


想を求めて、日々邁進すること、この集いが 
来年も再来年も続いていきますよぅ、そして、 
その度に素晴らしい女性の顔ぶれが増えてい 
きますよ/っ節に祈りながら、閉会宣言を皆で 
させて頂きました〇 

今回の集いを通じて、女性から見たこれか 
らのラィオンズクラブのあるべき姿を話し合 
えたことは、私にとつてたいへん貴、重なこと 
でした。 

今期、女性会員増強委員長としてのお役目 
を与えてくださった合田ガバナーを始め関係 
者各位のご指導とご協力に感謝し、この素晴 
らしい出会いに「乾杯！」、このご縁に「乾 
杯！」、 そして 「ありがとぅ 10 蓮送業. 60 歳) 
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徘 

璿 

1 

者 


【入選】 


森澄雄 


【特選】 

園児らの歓声高し藉畑 


(千葉県•大栄)野平婦基子 


(評)幼稚園の園児らが仲秋、畑で甘藷を掘り出しては高い歓 I 尸をあげて 
いる。 

花芙蓉土間でこぼこの釣月軒(三重県•四日市中央)若山一清 

(評)釣月軒は三重県上野市赤坂町芭蕉生家跡の裏庭にあり、処女句集 
『貝おほひ』を編んだところ。芙の花が咲いて、土間はでこぼこな 
のだ。 

(応募要領— 561' 


菊の香を愛でつ繙く賢治の書 

(岩手県.花巻東)竹田 功 
金閣寺背後に纏ふ紅葉かな 

(新潟万代)郷原義輝 
半■思惟像まぎれなかりし秋思 

(千葉県.船橋シニア)紺谷宗男 
ヒマラヤの雪を眼下にワイン酌む 

(東京御茶の水)栗原保之助 
かりがねの二棹となり伊吹山越ゆ 

(愛知県.南知多)内田二三子 
神島の空に吸はれし鷹一羽 

(愛知県•名古屋昭和)上杉和雄 
柿好める父に供へむ富有柿 

(岐阜県.大垣東)大橋*一 郎 
一湾を鏡としたる良夜かな 

(兵庫県.神戸シニア)中村麦芽子 
修験者の夜籠りの堂霧深し 

C 兵庫県.西脇) - I 咼瀨博子 
カルデラ湖囲みて山の錦かな 

(大阪プラム) 竹田 一房子 
秋時雨哲学の道訪ひをりて 

(大阪夕陽丘)角野桂治郎 
墨筆の招待状や菊日和 

(大阪夕陽丘)田中一栄 
拝殿の桧皮葺へと秋の雨 

(大阪府•堺浜寺)平井喜世子 
高野道峰重なりて秋澄める 

(大阪府•堺浜寺)宮部 S 
家々に木犀ありて路地薰る 

(滋賀県.志賀堅田)小«均 
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歌 

请 

1 

者 


【入選】 


春日真木子 


【特選】 

この宿の黒の制服異様なれど鯨の箸置みて親しめり 

(兵庫県•山崎)竹田長司 

(評)「この宿」は、よく判らないが、従業員が黒い制服を着ているらしい。 
r 宿」へは、寛ぎを求めて作者は行かれたのであろぅ。「黒の制服」 
は「異様」に映り、憩いの気分を削がれたかもしれない◦率直な歌 
い上げであるが、下句の「鯨の箸置」がよい。鯨も黒いが、尾をは 
ねて剽軽な形であったろ、っ。ふと箸置から緊張感がほぐれ、笑いが 
滲んだことであろ、っ。この素材の掴みかたがよかった◦短歌は、一 
つの素材、一つの フレ1 ズで活 きる ことがある。 

今号は、加藤、荻野氏の作品にも注目した。 

(応募要領 —561) 


薄暗く空の曇れは稔りたる黄金の稲 
穂発光始む 

(北海道.訓子府)吉野良子 
舌打ちに似たる音して夕街に時報の 
ひびき風にのり来る 

(青森まほろば)加藤捷三 
朝顔の蔓に鎚れる面長の蝗虫と目が 
合ひ互いに身構ふ 

(青森県.弘前)岩間 甫 
遙かなる高嶺にありし富士登山叶ひ 
て花のわが五十代 
(青森県•弘前チェリ ー) 高橋修一 
老人会の六十代は青年部雑巾掛け 
に精を出したり 

(岩手県•藤沢岩手)藤沢 誠 
十本のピン倒す術教はりし少年は破 
壊を快感と言ふ 

(新潟八千代)荻島俊雄 
道祖神いかつき顔に立ちおれど開発 
の波の防ぎ切れずも 

(千葉県.館山中央)获野貴子 
コスモスの白きを選りて摘みおれば 
ありなしの風にアキアカネ飛ぶ 

(高知県.土佐香南)野村禎子 
炊飯の操作を電話で嫁に聞く女学生 
の孫脹れっ面して 

(高知県.土佐香南)野村土佐夫 
朝ょり降り始めたる秋の雨母の忌日 
を愛しむ如く 

(大分県.中津沖代)松本達雄 
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柳 

璿 

1 

者 


【入選】 


大木俊秀 


【特選】 

義理人情厚い男の日記帳 


(新潟県•見附)宇之津滋朗 


(評)義理と人情を大事にする人の日記帳は、毎日の記帳も通り一遍の筈 
がありません。 こまごま とその日の身辺と感想を記してびつしり。 
したがって日記帳もかなり分厚いものを求められるのでしよう。末 
尾にはかならず一日一句の人情川柳をど^^ぞ。 


枯れるにはしばし間のある赤いタイ 


(京都鴨川)栩谷四朗 


(評)「赤」といえば女性の色ですが、最近では男性の老いも若きも身につ 
けるようになつてきました。私自身をふりかえつて も、 五十路にか 
かつてから、 ネクタイ など妙に赤系統に惹かれるようになつて。そ 
、つ言えば、還暦は赤いチヤンチヤン コ ですよね。 

(応募要領丨 56 ;3 


トンネルを抜けて大人になってゆく 
(青森県•八戸中央)大久保健峰 
ラッピングされてときめく花になる 
(青森県•弘前中央)高橋岳水 
いい時に電話が鳴って客帰る 

(岩手県•藤沢岩手)及川平一 
天井のゴミまで吸、っか高いびき 

(岩手県•水沢中央)千葉章男 
病床に頰紅さして君を待つ 

(岩手県•水沢中央)石川涼呼 
赤い羽根寄付といぅのに領収書 

羣県•水沢中央}佐藤加代子 
合併で窓の大きさ思い知り 

筆県•水沢中央}佐藤恒夫 
チョ ッピリと邪心が芽吹く梯子酒 
(新潟県•五泉)長澤信一 
雄®*堂に色とりどりの花が咲き 

(千葉県.房総勝浦)君塚一雄 
隣人をネットで探す秋深き 

(千葉県.流山)皆川春安 
祝に忌に老いのふところ減るばかり 
芊葉県.東庄)藤崎久男 
オーィお茶呼べば菓子までついてくる 
(静岡県.大仁)山本順平 
少子化は産むよりほかに策がない 

(佐賀県•神埼)園田 祐 
子は宝かくて宝にそむかれる 

(長崎県.諫早)大崎博正 
近道の死角にあった落し穴 

(長崎県•佐世保西)神谷治雄 
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A 6 判本文81す 
非売品 


四六判本文234す 
非売品 



A 6 判本文84す 
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■「MY BEST SHOT 」 62 T 

•応募資格：会員（ライオン、ライオネ 
ス、レオ）及びその家族で アマチュア。 

籲応募作品（題材は自由）プリント（サ 
-ビス判〜キャビネ判)、スライド (35 ミリ 
以上）、データ（長辺1600ピクセル程 
度/ JPEG 最高画質)。一人5点まで0 
•プリントは写真の裏に紙を貼り、スラ 
イドには必ずマウントをつけ、データは 
メールの添付書類で本文に、氏名、クラ 
ブ名、年齢、題名、撮影場所、撮影年月 
日、住所、電話番号を明記。返却希望の 
±湯合は、住所、氏名を記入した返信用封 
筒に切手を貼り同封。締切：毎月15日。 

■ 「ライオンズ•ギャラリー」 63ジー 
•会員及びその家族。プロ、アマ不問。 

籲応募作品：絵画、版画、工芸/題材は 
自由。作品のスライド • フイルム か、力 
ラー.プリント（キャビネ判)。氏名、ク 
ラブ 名、年齢、職種、作品のサイズ、題 
名を明記し、作品に関するエッセー、自 


評など （400 字程度)、顔写真を添付。 

■ 「こころのチキンスープ•ライオ 
ンズ編」 60〜61 r 
春応募資格：会員（ライオン、ライオネ 
ス、レオ）やそのご家族、クラブ事務局 
員など。 

• ライオンズにまつわる感動的なエピソ 
-ドの概略、あるいは1200〜2,000^程 
度の原稿。ストーリーは本誌ライターが 
書き下ろします。 


本文 


■ 「クラブ • リポート」 22 〜 26 T 

籲ライオンス、'、ライオネス、レオクラブ。 
•アクティビティ、例！会など、クラブの';舌 
動を具体的に800字程度で。新聞記事は 
新聞名、掲載日を付記。関連写真があれ 
ば添付（返却希望の場合はその旨を明記)。 
■ 「獅子吼」 48〜52ジー 
•会員及びその家族によるエッセー、提 
言など。1600^程度。蹰重、年齢を明言5〇 
•題字はハガキ程度の大きさ。 


■ 「俳壇」「歌壇」「柳壇」53〜55ジ— 
籲会員及びその家族0 
•—人ハガキ1枚に3句/首まで。締切： 
毎月15日。 

■「リ ー ダ ー ス • プラザ」 56〜57ジ— 

• クラブ会員刊行物：クラブ並びに会員が 
干桁された出版物を1部送付。 

•伝言板：読者間の情報交換に。 
•読者から：本誌への意見、感想など0 


▼締切の記入のないコラムは随時受付。 
誌面の都合で編集したり、掲載出来ない 
±湯合あり。原則として原稿返却はなし。 
▼住所、氏名、クラブ名を明記。文字原 
稿及びサービス • アクティビティは E メ 
_ル樹高も可 0 


送り先：〒1 04-0045 東京都中央区築 
地 2-2-1 築地細田ビル7階ライオン誌 
日本言吾版事務所各コラムあて 
ファクス： 03-3546-2630 
E メール： edit @ thelion.jp 


ン誌投稿要領 


• 漢方薬の話 

著者/神原武志(広島県•福山グ 

リーン.ラィオンズガラ\1〇八 

四-九二〇-三四八八) 

漢方薬について、 あまり 知られ 
ていないけれど、だれもが理解出 
来るおもしろい話〇 


誌『かりん』と、新聞歌壇に掲載 
された作品をまとめた。 


十二月号「ライオンズ•ニユー 
ス•カセット」( 28գ で、来年の 
ベナン •フオー ラム 日程は 二〇〇 
丄ハ年十一月三日〜六日の誤り◦「ク 
ラブ•リポート」で紹介した島根 
県•松江湖城ライオンズ r の盲導 
犬貸与は、東京虎ノ門ライオンズ 
外ラを 通じての共同事業で あること 
を追記致します。 


クラブ会員刊行物 


•獅子たちの咆哮 

編集•発行/埼玉県•上尾ライオ 
ンズ r r 獅子たちの咆哮」制作委 
員会 TEL 〇四八-七七四-八七九四) 
結成から三十三年間の「隠れた 
逸話」を記録に残し、温故知新を 
掲げて将来の発展を目指す。 


•歌集萬代橋 

著者/荻島俊雄(新潟八千代ラィ 

オンズ 3 

歌人•馬場あき子氏主宰の短歌 


©ライオン誌事務所来訪者芳名録 


愛知県名古屋みなと早川良貴 
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静岡県蒲原 
富山昭和 
長野県松本深志 
兵庫県姫路大手前 
東京葛飾 
千葉県四街道 
千葉 
LCIF 

東京赤坂 


笹間吉久 
高田順一 
野中杏一郎 
岡田信次郎 
舘 親光 
楠岡 巖 
椎名益男 
田辺憲雄 
阿久津隆文 





訂正とお詫び 


The Lion 2006. 1 月号 


56 




































▼本誌へのご意 
見•ご感想をお 
寄せください。 

編集部 


若い力に期待 

•十一月号「ピックアップ/本音 
で話し合、つ、新世紀 ラィオン ズク 
ラブの今、未来」を読み、若いメ 
ンバーの考えに接して、参考にな 
りました。大変な こと も あると 思 
いますが、がんばつてください。 

茨城県•水戸葵 • 日渡正弘 


十五年ぶりの再会 

• 十一月号 「ふるさと 探訪/千葉 
県松戸」を懐かしく拝見いたしま 
した。かつて四年間、主人の勤め 
の関係で千葉県市川市に住み、寅 
さんのお膝元の帝釈天に行き、本 
誌の写真にある矢切の渡しにも乗 
りました。また夏には江戸川の市 
川側の土手に横たわり、向こ、っ岸 
に打ち上げられる花火に歓声を上 
げて、ほかでは味わえない体験も 
しました。岸和田へ帰る前には松 
戸に行き、梨狩りも楽しみました。 
当時の思い出がよみがえりまし 


た。 

大阪府•岸和田コスモス•八 田 章 子 


良寛さんのふるさと 

•「歴史の舞台」で紹介されてい 
た新潟県出雲崎◦ドラマなどでよ 
く耳にしたりはしていたのです 
が、まだ訪れたことはありません 
でした。この記事を興味深く読ま 
せて頂きました。 

兵庫県•明石しおさい • 水野照子 


十 I 月号「獅子吼」を読んで 

•5?名越かず代(熊本ラィオンズ 
r ) の「もぅ一つの特攻『義烈空 
挺隊』」を読みました◦私も戦時 
中、旧制中学校三年生の時、石川 
島工業で終戦を迎えました。神風 
特攻隊の話はょく耳にしますが、 
義烈空挺隊については初めてで、 
感動しています◦戦後六十年、戦 
争で亡くなった多くの方々のご冥 
福をお祈り致します。 

和歌山県•御坊 • 信 濃 兵造 

•5?齊藤祥治(山梨県•竜王ライ 
オンズ r ) の「献眼日本一の町を 
訪ねて」を読んだ◦「近い将来は 


角膜だけを取り出すことも可能に 
なるそぅだ」とある。我がクラブ 
では結成三十五周年記念事業とし 
て、二〇〇〇年に 337 -〇地区第 
第3>'/1合同で、 マィクロケ ラ 
トロンといぅ角膜移植用器具を購 
入。長崎アイバンクに寄贈し、献 
眼に役立てている。これが全国に 
広がれば、献眼数も増えると思う。 

長崎県•諫早^ •大塚英徳 


大切に日々を重ねたい 

•今年の七月一日に入会しまし 
た。自営業を始めて十年、やっと 
皆様とご一緒させて頂くことが出 
来るよ、 っに なりました◦さて『ラ 
ィオン』誌を読ませて頂いて、ラ 
ィオンズの偉大な業績に感激し、 
たいへん大きな組織であることに 
驚きました。微力ながら組織の一 
員であることに誇りを感じること 
が出来ました。冊子には難しい内 
容が多かったのですが、「グラス 
いっぱいの幸せ/最後の結婚記念 
日」は素敵な記事で、感動致しま 
した。私たち夫婦も形こそ違え、 
こんな心温まる夫婦になり、年を 
重ねられたらと思いました。 

三重県•四日市西 • 中澤克廣 


会報編集を担当してます 

•在籍二十二年◦まず読むのは 
「編集室」。十月号中田勝昭編集長 
の今年度編集計画を、興味深く、 
今後の参考にと拝読しました。 
「獅子吼」の題字は知古の5?齊藤 
利廣の作品◦書家の見事な書体に 
触れ、なつかしくなり、すぐに電 
話。互いのクラブの現状などを話 
し合いました◦十一月号 「もっ と 
知ろぅ！ ラィオンズ」の CSF 
n については、当クラブでも毎月 
取り組み方を協議中。参考になり 
ました◦全国十二万人のメンバー 
が待ってます◦今後も素晴らしい 
『ラィオン』誌を発行してくださ 
い。 福島県•会津若松 • 角田英吉 


幼子の目が語りかける 

•十一月号裏表紙、 CSFn の河 
川失明症撲滅の PR 。 幼子の目や 
口にハエがたかっている写真が強 
烈でした。安閑として暮らす私を 
見つめる瞳に対して、何かを謝り 
たいよぅな、謝らなければならな 
いよぅな、そんな気持ちになりま 
した。 

愛媛県•西条 • 女藤憲正 


読者から 
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■前回の答え 



□ 

ク 

ボ 

サ 

ヅ 

コ 

'ソ 

■ 

ス 

イ 


_ 

力 

ィ 


■ 



ク 

ブ 


力 

ヅ 


[ K 1 

ン 

■ 

ル 

ポ 

r 

ウ 

シ 


卜 



答えは「ジンドウ(人道)」 


ク□スワ—ド八ズル 


占： I に入る文字をヒントを基に並べかえて ください。 正馨の中か、の方に記念品蠢し上 けます。 ハガキに答えと氏名、 
クラブ名、住所||羅誉ぢ、本誌の咸1)羞111ぃてご£'ぞださぃ(ぁて先は66^。德は二〇〇六年|月二+黾 
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丨タテのヵギ 

冈地区ガバナ I が議長を務める、地区の運 

囂関〇 

冈貸家、1のこと。 

冈栃木•群馬県境の両毛地方の盆踊り歌。 
唄の名人堀込源太にちなんで源太節とも 
呼ばれた。 

図馬をひいて人や荷物を運ぶ人。因で出た 
堀込源太の本業。 

冈境遇の変化が激しいこと。 

冈腕前。手並み。 

図版画の時、版木に当てた紙の上をこする 
道具0 

冈魔法使いのような老婆。 

図正しくないこと。 


◄— mn のヵギ 

図磨き丸太の原料。今月の表紙。 

冈衣)|±籍や収納箱に使う。原料はヤナギ。 

冈役に立つことを行う。 

冈眠る所。 

冈同伴者。仲間や配偶者にも使う。 

図家々の系統を表す名称。 

冈大阪•南河内にある街。 PL 教の大本庁 
がある。今月号に紹介記事が……。 
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ポクの見てきた 

160 力 国 



•第 1回 

スヵ 

挑戦•やつたね！ 

あつざわひろ@ 

厚沢弘陳 

東京関東ライオンズ 乃ラ) 


重- 


に達すると、 いよいよ降下の時間で 一気に飛び 
出す。 

「ああ一、落ちる！」といぅ感じで、そのあと 
四十五秒間はパラシユートを開かず、時速二百キ 
口の猛烈なスピードで落下する〇 

やがて、ぐ一んと体に強いショックが,っ。 
パラシユートが開いたのだ！ 

「ああ、これで助かった」 

思わず安堵が胸をよぎり、 あとはユラユラと 
空中1を楽しみ、軽いショックで無事地上に 
降4った0 

「やつたね- — コングレチユレ > —ション」 

ィンス トラクター や見物していたみんなが駆 
t {奇って、次々に握手をしてくれた。 

「そ、と、っとぅ やったんだ」 

ポクはしばらく生涯最大の冒険をやり遂げた 
満足感に浸っていた◦ポクにはも、っ世の中に怖 
いものなんてない◦あるとしたらそれは「奥さ 
ん」だけだ？？ 

■筆者 紹介•厚沢弘陳 

I九二七年生まれ。 H アツザワ•プロテ 
—ゼ取締役会長。義眼研究の草分け的存 
在。コンタクトレンズで知られる H シ— 
ドの創始者で現在最高顧問。I九五九年 
以来、二百回に及ぶ海外旅行を経験し世 
界百六十力国を訪問。八- - 7年|月に旅先で撮影した写真を収め 
た写真集『風光と影』を発刊。ほかに著書多数。日本旅行作 
家協会会員。日本写真作家協会会員。 H 日本外国特派員協会会 
員0 



ポクは I 九六〇年にライオンスクラブに入会した 
のでライオン歴は四十六年になるが、その間、医学 
関係の国際会議などで海外旅行を続け、訪問国数が 
百六十力国、旅行回数が二百回になった。ポクの見 
てきた百六十力国の中から特に印象に残った国を選 
んで、旅の思い出などを連載することになった。 

「アツザワさんはスカイダイビングをやりたい 
んだって？そりゃむちゃだよ」 

我々はさっきから気のおけない友人たちと一 
杯やっている。毒舌で有名な H 君が、 

「奥さんも一緒だって？君がそんな危険なこ 
とをやるとい/っのに、ど/っして止めないのかな 
1◦そ、っか◦多分彼女は君に多額の保険金をか 
けているのさ！いや、これは冗談だよ」 

ポクは、今までにパラセーリングや「超こわ 
い」ジェットコ^ —スタ^ —なとにチヤレンジして 
きたが、スカイダイビングはまだやったことが 
ない◦それが危険なスポーツだとされているの 
は、時折、着地に失敗して、時には死亡するヶ 
. ~スもあるから◦それを考えるとやはり不安と 
緊張でいっぱいになる〇 

それがいよいよ、オーストラリア西海岸の美 
しい町パースで実現することになったのだ◦並日 
通は高度千八頁メ U か許可にならないのに、怖い 

もの知らず (？) のポクは、特に頼んで三千六 

頁メから飛び降りることにした。機が予定の高度 
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こころのチキンス ー プ， フイオンズ編 

血液は命だった 

構成/青山研 

深く愛する者は、忘れるのも遅い。 

—ンャンソン十三世紀写^—— 

「血液について私には悲しい思い出がございま 
す。今から三十年前……」 

今年七十二歳になる岡本崇さんは、穏やかに話 
し始めた。岡本さんが、三十九歳の年のことであ 
った。可愛い女の赤ちゃんに恵まれた◦働き盛り 
だった父は、幸せに美しくあれと願い、「幸美」 
と名づけた◦赤ちゃんは両親の愛をいっぱいに受 
け、すくす くと 育った Q 

幸美ちゃんが二歳になった時のことだった。ぼ 
つぼつおいたをするょぅになり、元気に育ってい 
た◦ある朝、おむつがピンクに染まつていた。血 
尿だったらしいが、翌日はもう何ともなく、愛ら 
しく笑っていたので、両親はつい気を許した。あ 
る朝、お腹が膨れていることに気づいた◦触って 


みると、何か固いしこりに触れた◦医師に診せる 
と、思いもかけぬ診断が待っていた。 

「腎臓ゥィルムス腫瘍です◦小児がんの一つです」 
青天の霹靂という言葉がある◦衝撃であった。 
この子が、どんな悪いことをしたというのか。家 
族の愛情をいっぱいに受けているこの子が、なぜ、 
がんなのだ◦父も母もそう思った◦家族の不安を 
打ち消すように医師が言った。 

「腫瘍を摘出すれば、元気になりますよ」 

医師の言葉を信じた◦幸美ちゃんは、左腎臓摘 
出の手術を受けて退院した◦元気だった◦医師の 
言葉通りだった◦だが、それはつかの間の日差し 
でしかなかった◦病魔は転移して いた。 腹部リン 
パ腺に再発して再び入院し、抗がん剤を使った治 
療が行われた。 

幸美ちゃんの病状はやや落ち着いたように見え 
た。 薬のせいか入院前より少しやせた幸美ちゃん 
は、皆が待つ家に帰ってきた。少し大人しくなっ 
たよ/っに思えた◦幸美ちやんを中心に、一家に前 
のような暮らしが戻ってきた。でもだれも口には 
しなかったが、いつ再発するかしれないという不 
安が一家を覆った◦不安が現実となり、幸美ちゃ 
んはわずか三力月の間に三度目の入院となった。 

父と母に、悲しくつらい日々が過ぎた◦放射線 
治療と杭がん剤投与で、幸美ちゃんは髪の毛や眉 
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イラスト/吉田 t 兑子 


毛、まつげまでもが抜けた◦副作用で白血球や血 
小板が破壊され、鼻や歯茎からも出血し、食寧も 
のどを 通らなくなった◦治療には新鮮な血液を輸 
血す るし かない◦調べたら、幸美ちゃんの血液型 
は何百人に一人という 「 RH マィナス」だった。 

保健所に協力を頼み、父は、見知らぬ 
人にお願いに伺った◦快く承諾してくれ 
た人の血液を病院まで運んで調べた◦引 
き合わせという ことがある のだろうか0 
幸美ちゃんの血液と適合する同じ型だっ 
た。その同じ型の血液の人も宿命を感じ 
たのだろ、っ◦迎えの車に乗って、遠い奈 
良県の病院までかけつけてくれた。 

輸血した血液は二〇〇 CC なのに、青白 
かった幸美ちゃんの頰や唇に、紅がさし 
た。ぼつり、幸美ちゃんがつぶやいた。 

「お腹が空いた◦何か食べたい」 

血液は命だった◦父は胸が震えた。涙 
があふれ止まらなかった◦名の通り我が 
子が美しく見えた◦その日から幾度か、 
幸美ちゃんは愛の輸血をもらいながら立ち直り、 
立ち直りしながらも次第に衰弱していつた◦三歳 
三力月の日、幸美ちやんは短い命を終えた。 

父は和歌山の南部印南町に明治末から続く肥料 
商だった◦付き合いのある人々が後から後から会 


葬に訪れた◦だれもが、子に先立たれた父母の悲 
しみの深さを知る人々であった Q 
思い出に浮かぶのは、元気だった日の我が子の 
笑顔だった◦父には、あの輸血の日、赤々とよみ 
がえった頰の幸美ちゃんの声が忘れられなかった Q 
その日の感謝の思いを、会葬者の志も加えて、血 
液センターに贈った。父の志は献血を運ぶ車とな 
り、「幸美号」と名づけられた。真っ白なボデイ 
1に赤十字のマークを付けたライトバンだった Q 

「幸美号」は、贈られたその日から献血を運んで 
活躍しだした◦父と母は、その日から 自ら も献血 
に協力していった◦四年後、御坊ライオンズク_に 
入会した父の献血は二十六年間続き、献血本数は 
百四十八本に及んだ◦献血運搬車の寄贈も続けら 
れた。「幸美号」は四号車にまでなって、近くの 
田辺血液センターに配属された◦父も母もその白 
い姿に街で出会ぅことがある。父には、赤色灯を 
回して走り去るその姿が、幸美ちやんが励まして 
くれているよぅにも見える。 

「お父ち ゃん、 お父ち ゃん、まだまだだよ、 頑張 
ってね エ！」 

「幸美、お前も、頑張れよ◦気をつけてなァ！」 
心で答える父のまぶたに浮かぶ幸美ちゃんは、 
幼くふっくらと元気だった◦あの ころ そのままの 
姿で笑っていた。 
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田尾忠士 

愛媛県新居浜ひうち 
[寒行出発前] 




•選評 

寒の修行、見ている我々が寒くなってくる。しかし、当の修行者たちは極限の寒 
さの中にいる。ワラジからはみ出した足が寒さを強調している。一般的には修行 
僧の顔まで入れるフレーミングをするが、顔のある上半身を切りとり、一部分だ 
けを見せて顔の表情などを見る人の感性、想像力に委ねる表現とし、心象描写の 
作品となっている。手にした予備のワラジからもィ|爹行の厳しさが感じられる。 





山田隆群馬県境 
[樹] 


上野春夫広島県三原 
[酒蔵前の語らい] 



菊野善之助愛媛県松山 
[コスモスの花] 


畔柳東一愛知県岡崎竜城 
[挙母まつり] 



# 横内孟山梨県南アルプス[初秋の尾瀬] 

相馬幸次郎北海道帯広平原[雨の渓流] 

中川光義北海道帯広平原[早朝の改札口] 
本橋正康北海道帯広平原[秋雨にけむる] 
齊藤勉北海道斜里[知床秋の落陽] 


酒井定男北海道静内[アクティビティを終えて] 
木村文丸青森県弘前[古寺の回廊] 

坂本竹男栃木県宇都宮[夜のポートレート] 

安藤正一愛知県豊田[静寂] 

梅田尊愛知県豊田[水遊び] 


団英男兵庫県神戸レインポー[雪原] 
重藤一美広島県甲山[からくり奉納] 
山野智要之亮広島あさひ [コスモス] 


全作品は国際協会公式ウェブサイトでご覧頂けます。 


http :// www . lionsclubs . org / JA / TheLion / MBS / index.html 
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[野あざみ]水彩15号 





会社経営を息子に譲るには、早く号 
自分らしい別の仕事を身に付けてお 06. 1 
くべきと六十歳の春から絵筆を持つ n 200 
ことにして、はや十二年が過ぎた。 eLio 
会社に口を出すことが出来なくなる T 
と、絵の方も曲がりなりにも自分で 
納得が出来るょぅになつた。 

最近、我がクラブの同志が喜寿の 
祝いをするたびに、クラブからお祝 
いの品としてお買い上げ頂いてい 
る◦自分の絵が全然知らない他人様 
の所に行くよりメンバーの方に持つ 


て頂く方がぅれしく、ありがたい。 

花は私の最も好きな題材の一つで 
あり、中でもあざみが好きで、家の 
庭にも何種類ものあざみが咲く。 

ある日、白い野あざみのあること 
がテレビで放送され、 NHK と栽培 
している方に電話を入れ、ご無理を 
申して写生することが出来た。 

とにかく、あざみ好きの男の確か 
五枚目ぐらいの絵である◦今後も描 
き続けるつもりである。 

(ふじいかつみ.73歳) 





こころのチキン スープ 

争 ライオンズ編 
原稿 • エピソー ド鷄 


教えてください。 

あなたの感動したエピソード、 
クラブのちょっといい話…… 



「心が洗われた」「涙があふれた」「勇気がわ 
ぃた」……。 

本誌連載の「こころのチキンスープラィ 
オンズ編」には、読者の皆さんからたくさん 
の反響が寄せられていま t 二〇〇二年一月 
号から二年間にわたる連載終了後、「あの感 
動を再び……」の声を受けて、二〇〇五年 
一月号から連載を再開しました。 

タィトルにある「チキンス^~プ」は、ヨ^~ 
ロッバやアメリカで、風邪をひいた^%体の 
具合が悪い時にお母さんが作ってくれるスー 
プ。日本風に言えば、おかゆや卵酒といった 
ところでしょうか 0 ス^~フが を^^^^よ、っ 
に、読む人の心を温め、癒してくれるストー 
リ ーを 集めたのが、「こころのチキンス ー プ」 
です。 

皆さんの周りにも、心温まるエピソードは 
ありませんか？奉仕活動で経験した感動、 
忘れられない出会いや触れ合い、ライオンズ 
会員の友情物語、ちよつといい話など、ライ 
オンズクラブにまつわる体験談をお寄せくだ 
さい〇 


応募資格 ライオンズ、ライオネス、レオ会 
員やご家族、クラブ事務局員など、ライオン 
ズクラブにまつわる体験談をお持ちの方なら 
どなたでもご応募頂けます。 

応募要領 左記いずれかの方法で、郵送か F 
Ax、E メールでお送りください。 

その I :体験談、エピソ ー ドを原稿にまとめ 
てください。文字数の規定はありませんが、 
千二百から二千字程度を目安に、出来るだけ 
具体的にお願いします。 

その二： 体験談、エピソ ー ドの概略をお送り 
ください。採用された場合には、編集部から 
詳しい内容を問い合わせます。 

いずれの場合も、ご応募頂いた原稿や情報 
を基にして、本誌ライタ^~がスト^~~ リ ~を書 
き下ろします〇 

募集期間 二〇〇六年三月末日まで 
送付先 東京都中央区築地二-二-一築地 
細田ビル七階(〒一〇四-〇〇四五)ライオン 
誌日本語肇務所「こころのチキンスープ」係 
FAX : 〇三-三五四六-二六三〇 
E メール： edit @ thelion.jp 







中山ダイスケ 
「study for rainbow 


はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番 
号、クラブ名と「ワイン」「明日展」とご希 
望の品を明記し、下記のあて先へ。本誌へ 
のご意見、ご感想もお書き添えください。 
締切は1月末日。応募多数の場合は抽選と 
なります。当選のお知らせはプレゼントの 
発送をもつて代えさせて頂きます。 

ライオン誌日本語版事務所 
〒1 04-0045 

東京都中央区築地 2-2-1 築地細田ビル7階 
® ウェブサイトからの応募 
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明日のライオンズを考える 
/ライオンズクラブ統計/ 
334複合地区特集：ふるさ 
と探訪_愛知県幸田ほか 


仙台フォーラム/新世紀 
ライオンズクラブ/333複 
合地区特集：ふるさと探 
訪 • 千葉県松戸ほか 


国際ユース • キャンプ/ 
男女共同参画/ 332複合地 
区特集：ふるさと探訪•宮 
城県仙台ほか 


プレゼント応募要項 


ROOM 


■読者プレゼント 


■河内ワインを五人の読者に 

「ふるさと探訪」( 36 ;"?)に登場した大 
阪府•富田林ライオンズパラから、？河 
内ワインの地元産ワインが五人の読 
者にプレゼントされます。今でこそ 
「大阪でぶどう？」と思う方もおられ 
るでしようが、昭和初期には河内地 
方は全国一のぶどう生産高を誇って 
いました。？河内ワインの製品は、 



地元産デラ 河内ワインの歴史を紹介す 
ウェアを原る「河内ワイ— 

料にしたこ 
だわりのワ 
イン。やや 
辛口の、さ 
つぱりした 
のどごしで 
す。 

プレゼントされます。 

将来の日本の芸術界を担ぅ芸術家 
養成を目的に、文化庁が昭和四十二 
年から実施している「芸術家在外研 
修(新進芸術家海外留学制度 )」。 「D 
OMANI •明日展」は、その成果 
を発表する展覧会として、平成九年 
度から開催しています◦九回目とな 
る今回は、平成九〜十四年度に彫 
刻•現代美術などの分野で派遣され 
た九人の作家の作品を展示します。 

新たな表現を模索する新進芸術家 
たちの、魅力あふれる作品をご覧く 
ださい。 


次1 f 售 

THEME 

ライオンズ-クエスト 

二学期から全学年、全クラスでライオ 
ンズ-クエスト•プログラムの_導入 
を開始した埼玉県秩父市立•秩父第 I 中 
学校。全校生徒八百人のマンモス校だ。 
プログラム導入に導いたのは秩父中央ラ 
イオンズ S ラ。単 I クラブが学校規模での 
実施を実現させたのは初めてのケ—スと 
あつて、八-溪のプログラム普及の面から 
も大きな期待が寄せられる。 

ROAR •口 — 

-まるごと336複合地区 

I 月号は336複合地区特集。「ヘッドラ 
イン」は、島根県•大田ライオンズバラの 
ジュニア•ミニ駅伝。「ふるさと探訪」 
は香川県高松市鬼無を訪ねる。全国の松 
盆栽の八〇？を生産する鬼無地区は、世 
界的にも有名な盆栽王国。盆栽の逸品や 
日取近のトレンドにも迫る。また、その名 
を桃太郎の鬼退治伝説に由来する鬼無に 
は、おじいさんおばあさんの住居跡ほか、 
お供のキジ、猿、犬の墓もある？ 「歴 
史の舞台」では高知一*国を紹介。 

PickUp 国際大会参加 

山田實紘国際理事、柳澤次郎国際大会 
委員長連絡会議世話人を囲み、国際大会 
参加、特に代議員投票のあり方について 
考える。 


■「未来を担ぅ美術家たち DOMA 
N 1 •明日展2006」チケットを十人 
の読者に 

一月二十日から三月一日まで東 
京•新宿の損保ジャパン東郷青児美 
術館で開催される「未来を担ぅ美術 
家たち DOMANI •明日展286 
〈文化庁芸術家在外研修の成果〉」のチ 
ケット(二枚一組)が十人の読者に 
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n — チング 


コーチンダは、人間心理を基 
にした「対話」であり、 コ ー チ 
と選手間の「コミュニケ^~シヨ 
ン」である◦コ^ —チと選手は上 
下の関係にあるのではなく、選 
手を対象にした「ティーチング」 
でもない。 コー チと選手の関係 
は対等でバートナーである。 

コーチングの手法で肝心なと 
ころは、コ^~チは選手のよき聴 
き手となることである◦更に、 


コーチは選手の短所や失敗を指 
摘して責めるのではなく、長所 
を褒め、それをより伸ばそぅと 
するものである ◦コ^ — チは、 自 
主的に設定した目標や目的に向 
け、自ら考え、気づき、競技力 
の向上を目指してトレーニング 
に励む選手の相談相手であり、 
支援者なのである。 

コ ー チはしっかりした倫理観 
と専門知識を持ち、選手との 
「コミユニケ^— シ ョン」 を通し 
て信頼を獲得する◦選手はコー 
チに認められているとい、つ自信 
や、コーチの期待にこたえたい 
とい、つ欲求をばねにして奮起す 
るが、同時に楽しみや喜びがな 


ければ長続きしない。選手は記 
録を更新したり、競技会で入賞 
したりして、 次に進む大きな励 
みにするのである。 

さて昨今、書店のビジネス書 
のコ^—ナ^—で、コ^ —チングの本 
を多く目にする。これらは、上 
述したスポーツのコーチングの 
ノウハウを、会社の人材育成や 
社会人の能力開発に取り入れた 
もので、お株を奪われた感じが 
する◦この人材育成や能力開発 
でのコ^—チングは、スポ^~ツで 
のそれと同様に、他人から人格 
を尊重され、関心を持たれたり、 
あるいは期待されると、それに 
こたえようとする人間心理をう 
まく活用している◦その要点は 
①相手の話を遮らずによく聴 


く、②相手の考え、行動、存在 
を認める、③過去を問わず、肯 
定的な質問をして相手からの答 
えを引き出す。これを繰り返し 
て、課題の解決にあたり、前進 
を図ることにある。 

ところで、スポーツにおける 
競争のよいところは、一度敗れ 
ても 同じ スタ 1 トラインに 立て 
る機会が何度でもあることだ。 
現実の社会では一度敗れると、 
そぅはいかないが、 ライオンズ 
クラブでも、メンバーのモチべ 
1シヨンアップ やクラブ発展の 
ため、コー チと 選手の関係を先 
輩ライオンと後輩ライオンに置 
き換え、競争のよいところをよ 
り所にして、コーチンダの手法 
を取り入れたいものだ。 


The Lion 2006. 1 月号 


66 













AD 


ライオン誌一月号 


昭和三十三年十二月十九日付第三種郵便物認可定価百八十円送料実費七十六円 
二〇〇五年(平成十七年)十二月二十日発行毎月一回二十日発行第四十八卷第七号 


発行所ライオンズクラブ国際協会ライオン誌日本語版事務所〒一〇四—〇〇四五東京都中央区築地二丄丁一 築地細田ビル七階 Telo 三)三五四二—九五七一印刷所凸版印刷株式会社 



